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The Imperial Institution Council and MORI Ogai’s Works in His Last  
Years 

　　MORI Ogai was appointed President of the Imperial Museum and Chief 
of the Imperial Household Archive in December 1917, and then assigned to the 
Imperial Institution Council as an associate member in January 1918. Ogai 
served the council for four and a half years, until his death in 1922, in the 
capacity of Chief of the Imperial Household Archive. This council was charged 
with the responsibility of enacting new laws to construct the imperial 
household system.
　　In the first part, this paper briefly describes the council and its 
prehistory. Then, it discusses several bills（e.g. the Imperial Rites Act, the 
Imperial Funeral Act）that the council deliberated upon and the controversies 
in which it was involved（e.g. a dispute with the Supreme Council [Sumitsu-
in] about the political marriage between Korean Prince Yi Eun and Japanese 
Princess Masako）during Ogai’s term of office. Based on his diary and letters, 
this paper also explains how Ogai participated in these deliberations and dealt 
with the controversies.
　　In the second part, the paper discusses Ogai’s later works, such as A 
Study on Emperors’ Posthumous Names, A Study on Era Names, and a series 
of letters to KAKO Tsurudo in 1920, which discuss social policy to guard 
against the rise of Communism. In the first two studies, we find a fortunate 
congruence between Ogai’s academic passion and his official mission. 
Regarding the letters to KAKO, his participation in the Imperial Institution 
Council activities suggests a new thinking on the part of Ogai, that the 
nation and the imperial family were the systems that could be transformed 
and had the potential for improvement.
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1
　
は
じ
め
に

　
鴎
外
森
林
太
郎
の
晩
年
の
業
績
は
い
ま
だ
十
分
に
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
文
学
者
・
研
究
者
と
し
て
の
業
績
の
み
な
ら
ず
、
官
人
と
し

て
の
業
績
も
同
様
で
あ
る
。
こ
こ
で
晩
年
と
呼
ん
だ
の
は
、
鴎
外
が
帝
室
博
物
館
総
長
兼
図ず

し
よ
の
か
み

書
頭
と
し
て
過
ご
し
た
、
大
正
六
年
（
一
九

一
七
）
末
か
ら
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
七
月
の
死
去
ま
で
の
約
四
年
半
で
あ
る
。
鴎
外
は
大
正
五
年
四
月
に
陸
軍
省
医
務
局
長
を
辞
任

し
官
界
を
退
い
た
が
、
在
野
の
文
筆
家
と
し
て
の
活
動
二
年
弱
の
後
、
大
正
六
年
一
二
月
末
に
帝
室
博
物
館
総
長
兼
図
書
頭
に
任
命
さ
れ
、

再
び
官
界
の
人
と
な
っ
た
。
以
降
、
鴎
外
は
、
月
水
金
曜
は
上
野
の
帝
室
博
物
館
に
、
火
木
土
曜
は
麹
町
区
三
年
町
の
図
書
寮
に
出
勤
し
、

こ
れ
ら
二
つ
の
組
織
の
長
を
兼
任
し
た
。

　
帝
室
博
物
館
と
図
書
寮
は
と
も
に
宮
内
省
の
下
部
組
織
で
あ
る
。
前
者
は
皇
室
の
蔵
品
・
宝
物
を
管
理
す
る
部
門
で
あ
り
、
鴎
外
在
職

当
時
は
東
京
・
京
都
・
奈
良
の
三
つ
の
帝
室
博
物
館
（
奈
良
帝
室
博
物
館
は
正
倉
院
を
含
む
）
と
上
野
公
園
お
よ
び
上
野
動
物
園
を
併
せ
た

組
織
だ
っ
た
。
後
者
は
皇
統
譜
を
は
じ
め
、
皇
室
関
係
の
記
録
や
文
書
を
編
修
・
管
理
す
る
部
門
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
晩
年
の
鴎
外
は
、

皇
室
関
係
の
政
治
・
行
政
に
近
し
く
参
与
し
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
の
臨
時
宮
内
省
御
用
係
と
し
て
の
非
常
勤
勤
務
（
大
正
二
年
二
月
～
六
年

一
二
月
）
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
密
な
関
わ
り
方
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　
こ
の
時
期
の
鴎
外
は
文
学
作
品
と
呼
び
う
る
書
き
物
を
あ
ま
り
残
さ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
皇
室
お
よ
び
国
家
の
体
制
、
そ
の

歴
史
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
重
要
な
仕
事
を
残
し
た
。
図
書
頭
と
し
て
自
ら
調
査
・
執
筆
に
当
た
っ
た
『
帝
謚
考
』『
元
号
考
』、
学
生
時
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代
以
来
の
盟
友
・
賀
古
鶴
所
あ
て
の
書
簡
群
に
お
け
る
社
会
政
策
研
究
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。『
帝
謚
考
』
は
「
神
武
」
か
ら
「
明
治
」

に
至
る
歴
代
天
皇
の
諡
号
（
お
く
り
名
）
の
出
典
を
考
証
し
た
書
、『
元
号
考
』
は
「
大
化
」
以
来
の
日
本
の
年
号
の
出
典
を
考
証
し
た
研

究
で
、
い
ず
れ
も
天
皇
家
と
国
家
の
体
制
、
お
よ
び
そ
の
歴
史
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
賀
古
鶴
所
あ
て
書
簡
群
で
の
鴎
外
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
国
に
お
け
る
君
主
制
の
崩
壊
、
国
内
に
お
け
る
階
級
対
立
の
激
化
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
高
ま
り
と
い
っ
た
内
外
情
勢
を
見
据
え
つ

つ
、
日
本
社
会
に
お
い
て
革
命
を
回
避
し
、
富
の
適
切
な
分
配
を
実
現
す
る
た
め
の
、「
国
体
ニ
順
応
シ
タ
ル
集
産
主
義
」（
大
正
八
年
一

二
月
二
四
日
、
賀
古
宛
書
簡
）
の
可
能
性
を
模
索
し
た
。
こ
う
し
た
変
革
の
可
能
性
の
模
索
、
そ
の
背
景
に
は
、「
今
ヤ
帝
王
ノ
存
立
セ
ル

ハ
、
日
本
ト
英
吉
利
ト
ノ
ミ
ト
相
成
候
」「
只
今
ヨ
リ
ノ
政
治
上
ノ
局
面
ハ
、
下
ス
所
ノ
石
ノ
一
ツ
〴
〵
ガ
帝
室
ノ
運
命
問
題
ニ
関
ス
ル

ヲ
覚
エ
候
」（
大
正
七
年
一
一
月
一
三
日
、
賀
古
宛
書
簡
）
と
い
っ
た
、
皇
室
と
国
家
の
今
後
の
あ
り
方
を
問
う
意
識
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
鴎
外
晩
年
の
仕
事
は
、
そ
の
契
機
や
認
識
を
宮
内
官
と
し
て
の
諸
経
験
か
ら
吸
い
上
げ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
で
は
、
帝
室

博
物
館
総
長
兼
図
書
頭
と
し
て
の
鴎
外
は
、
何
を
な
し
、
何
を
知
り
、
何
を
問
う
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
う
ち
、
帝
室
博
物
館
総
長
と
し

て
の
事
蹟
は
山
崎
一
穎（（
（

、
須
田
喜
代
次（（
（

ら
の
先
行
研
究
、『
東
京
国
立
博
物
館
百
年
史
』（
東
京
国
立
博
物
館
編
集
・
発
行
、
一
九
七
三
年
）
等

に
よ
り
、
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
図
書
頭
と
し
て
の
側
面
に
つ
い
て
は
な
お
不
十
分
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
本
稿
は

こ
の
不
十
分
な
面
の
補
完
を
め
ざ
す
が
、
そ
の
際
、
鴎
外
が
図
書
頭
の
職
責
の
一
環
と
し
て
出
席
し
て
い
た
帝
室
制
度
審
議
会
に
注
目
す

る
。
同
審
議
会
と
鴎
外
の
関
わ
り
を
取
り
上
げ
た
先
行
研
究
は
管
見
の
限
り
な
い
。
以
下
、
帝
室
制
度
審
議
会
に
つ
い
て（（
（

、
鴎
外
の
そ
れ

へ
の
関
与
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
記
述
し
た
上
で
、
鴎
外
晩
年
の
仕
事
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
直
せ
る
か
考
え
た
い
。

　
鴎
外
本
文
の
引
用
は
、
と
く
に
断
り
の
な
い
限
り
、『
鴎
外
全
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
～
七
五
年
）
に
拠
り
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の

第
二
刷
（
一
九
八
六
～
九
〇
年
）
を
参
照
す
る
。
本
文
お
よ
び
資
料
の
引
用
に
際
し
、
旧
漢
字
を
新
漢
字
に
、
異
体
の
仮
名
を
今
日
通
用
の

字
体
に
改
め
、
ル
ビ
・
傍
点
等
は
原
則
と
し
て
省
略
す
る
。
句
読
点
が
な
く
読
み
づ
ら
い
文
章
に
は
適
宜
句
読
点
を
補
う
。
引
用
中
の
傍
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線
お
よ
び
〔
　
〕
内
注
は
稿
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

2
　
帝
室
制
度
審
議
会
と
そ
の
役
割

2
・
1
　
鴎
外
の
帝
室
制
度
審
議
会
御
用
掛
着
任

　
帝
室
制
度
審
議
会
は
、
皇
室
（
以
下
、
天
皇
お
よ
び
皇
族
の
総
称
と
し
て
用
い
る
）
に
関
す
る
諸
法
令
を
起
草
・
審
議
し
、
制
定
に
向
け
て

準
備
す
る
た
め
の
組
織
で
あ
り
、
法
律
の
整
備
を
通
じ
て
皇
室
の
あ
り
方
を
制
度
的
に
明
確
化
す
る
役
割
を
負
っ
て
い
た
。
大
正
五
年

（
一
九
一
六
）
一
一
月
四
日
に
宮
内
省
に
設
置
さ
れ
、
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
一
〇
月
二
七
日
に
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
八
年
間
に
、
主

要
な
も
の
だ
け
で
九
つ
の
皇
室
令
の
制
定
を
実
現
し
た
。
総
裁
は
伊
東
巳
代
治
。
彼
は
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
に
皇
室
典
範
の
起
草

作
業
に
参
加
し
て
以
来
、
継
続
的
に
皇
室
関
係
法
令
の
整
備
に
携
わ
っ
て
来
た
人
物
で
あ
り
、
当
局
者
を
動
か
し
て
帝
室
制
度
審
議
会
を

設
置
さ
せ
た
当
人
で
も
あ
る
。

　
鴎
外
が
帝
室
制
度
審
議
会
の
御ご

よ
う
が
か
り

用
掛
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
帝
室
博
物
館
総
長
兼
図
書
頭
の
辞
令
（
大
正
六
年
一
二
月
二
五
日
付
）
を
受

け
て
間
も
な
い
大
正
七
年
一
月
一
五
日（（
（

の
こ
と
で
あ
る
。
同
日
の
鴎
外
日
記
『
委
蛇
録
』（
以
下
単
に
日
記
と
記
す
）
に
は
、「
拝
帝
室
制
度

審
議
会
用
掛
。
通
刺
於
伊
東
子
巳
代
治
邸
」
と
あ
り
、
総
裁
伊
東
に
名
刺
を
通
じ
て
挨
拶
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
日
以
降
、
鴎
外

の
日
記
に
「〔
の
ぞ
む
〕帝
室
制
度
審
議
会
」「
赴
帝
室
制
度
審
議
会
」
な
ど
、
同
審
議
会
へ
の
出
席
を
示
す
記
事
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
鴎
外
は
御
用
掛
で
あ
っ
て
正
規
の
委
員
で
は
な
い
。
図
書
頭
ほ
か
宮
内
省
の
関
係
部
局
長
が
非
正
規
の
立
場
で
参
与
す
る
の
が
本
審
議

会
に
お
け
る
御
用
掛
で
あ
る
。
大
正
五
年
一
一
月
の
発
足
当
初
、
帝
室
制
度
審
議
会
は
総
裁
と
委
員
の
み
で
構
成
さ
れ
、
御
用
掛
は
い
な

か
っ
た
。
委
員
は
次
の
一
一
名
だ
っ
た
（
カ
ッ
コ
内
は
発
足
当
時
の
学
位
・
現
職
）。
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岡
野
敬
次
郎
（
法
学
博
士
、
行
政
裁
判
所
長
官
兼
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
教
授
、
貴
族
院
議
員
）

平
沼
騏
一
郎
（
法
学
博
士
、
検
事
総
長
）

有
松
英
義
（
法
制
局
長
官
兼
内
閣
恩
給
局
長
、
貴
族
院
議
員
）

倉
富
勇
三
郎
（
法
学
博
士
、
帝
室
会
計
審
査
局
長
官
）

奥
田
義
人
（
法
学
博
士
、
東
京
市
長
）
＊
た
だ
し
大
正
六
年
八
月
に
死
去

石
原
健
三
（
宮
内
次
官
）

鈴
木
喜
三
郎
（
法
学
博
士
、
司
法
次
官
）

馬
場
鍈
一
（
法
制
局
参
事
官
）

二
上
兵
治
（
枢
密
院
書
記
官
長
）

山
内
確
三
郎
（
大
審
院
検
事
兼
司
法
省
参
事
官
）

富
井
政
章
（
法
学
博
士
、
宮
内
省
御
用
掛
、
貴
族
院
議
員
）

こ
の
う
ち
、
岡
野
、
奥
田
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
も
伊
東
巳
代
治
の
下
で
皇
室
制
度
整
備
に
従
事
し
て
来
た
人
物
。
平
沼
、
鈴

木
、
山
内
は
司
法
関
係
者
。
倉
富
、
石
原
、
富
井
は
宮
内
省
関
係
者
。
有
松
、
馬
場
は
内
閣
法
制
局
関
係
者
。
二
上
は
枢
密
院
を
代
表
し

て
参
加
し
て
い
る
。
鴎
外
は
「
審
議
会
ハ
法
学
博
士
ト
宮
内
大
官
揃
ヒ
」（
後
掲
一
三
八
三
番
書
簡
、
3
・
6
参
照
）
と
皮
肉
っ
た
が
、
要
す

る
に
法
案
の
起
草
・
審
議
の
た
め
の
法
の
専
門
家
と
、
制
定
プ
ロ
セ
ス
に
関
与
す
る
当
局
者
た
ち
の
集
団
で
あ
っ
た
。

　
発
足
か
ら
半
年
余
り
を
経
た
大
正
六
年
七
月
二
六
日
、
次
の
四
名
の
宮
内
官
が
御
用
掛
に
任
命
さ
れ
た（（
（

。

　
戸
田
氏
共
（
式
部
長
官
）　
　
　
　
山
口
鋭
之
助
（
図
書
頭
）

　
山
崎
四
男
六
（
内
蔵
頭
）　
　
　
　
小
原

吉
（
調
度
頭
）



帝室制度審議会と鷗外晩年の業績

107

こ
の
う
ち
山
口
図
書
頭
は
鴎
外
の
前
任
者
で
、
諸
陵
頭
を
兼
任
し
て
い
た
。
鴎
外
の
図
書
頭
就
任
と
と
も
に
山
口
は
諸
陵
頭
専
任
と
な
っ

た
（
（
（

が
、
審
議
会
に
は
そ
の
ま
ま
御
用
掛
と
し
て
留
ま
っ
た
。

　
鴎
外
着
任
当
時
の
帝
室
制
度
審
議
会
人
員
は
し
た
が
っ
て
、
伊
東
総
裁
の
下
、
右
の
委
員
一
〇
名
（
死
去
し
た
奥
田
を
除
く
）、
鴎
外
を

含
む
御
用
掛
五
名
で
あ
る
。
ほ
か
に
幹
事
二
名
と
書
記
三
名
が
い
た
。
審
議
会
の
会
議
は
は
じ
め
宮
内
省
内
、
後
に
霊
南
坂
上
の
宮
内
省

官
舎
で
開
か
れ
た
。

　
帝
室
制
度
審
議
会
に
お
け
る
御
用
掛
は
、
官
制
（「
帝
室
制
度
審
議
会
規
則
」
大
正
五
年
一
一
月
四
日
公
布
）
に
な
い
員
数
外
の
出
席
者
で
あ

り
、
鴎
外
が
「
小
生
ナ
ド
ハ
「
傍
聴
希
望
ナ
ラ
バ
出
席
セ
ヨ
」
ト
ノ
命
令
ニ
テ
出
ル
ノ
ミ
ナ
リ
」（
後
掲
一
三
八
三
番
書
簡
、
3
・
6
参
照
）

と
述
べ
る
よ
う
に
、
正
規
委
員
と
は
資
格
を
異
に
す
る
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
あ
っ
た
。
だ
が
常
に
「
傍
聴
」
者
の
地
位
に
留
ま
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
職
務
と
関
係
の
深
い
法
案
の
審
議
に
際
し
て
資
料
の
提
出
や
報
告
を
求
め
ら
れ
た
り
（
そ
の
一
端
を
後
に
4
・
1
で
見
る
）、
会
議

の
席
上
で
実
務
責
任
者
の
立
場
か
ら
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

2
・
2
　
近
代
皇
室
制
度
構
築
の
歴
史

　
帝
室
制
度
審
議
会
の
役
割
を
理
解
す
る
に
は
、
同
審
議
会
の
設
置
に
先
立
つ
近
代
皇
室
制
度
構
築
の
歴
史
を
知
る
必
要
が
あ
る
。

　
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
二
月
、
大
日
本
帝
国
憲
法
と
と
も
に
、
近
代
皇
室
の
あ
り
方
の
大
綱
を
定
め
た
皇
室
典
範
が
制
定
さ
れ
た
。

皇
室
典
範
条
文
を
起
草
・
審
議
し
た
の
は
、
伊
藤
博
文
（
当
時
首
相
兼
宮
内
大
臣
）、
柳
原
前
光
、
井
上
毅
、
そ
し
て
伊
藤
の
下
で
首
相
秘

書
官
を
務
め
て
い
た
伊
東
巳
代
治
だ
っ
た
。
皇
室
制
度
構
築
史
上
に
皇
室
典
範
が
有
す
る
「
最
大
の
意
義
」
は
、「
男
系
男
子
主
義
（
女

帝
の
否
定
）」、「
皇
嗣
決
定
に
お
け
る
天
皇
の
意
志
の
排
除
」、「
譲
位
の
禁
止
」
等
の
規
定
を
通
じ
て
、「
天
皇
の
再
生
産
の
仕
組
み
が
確

定
し
た
こ
と
」（
高
久
嶺
之
介（

（
（

）
に
あ
っ
た
。
だ
が
、
課
題
も
残
っ
て
い
た
。
第
一
に
、
皇
室
典
範
は
あ
く
ま
で
大
綱
に
す
ぎ
ず
、
細
部
の
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規
定
に
及
ん
で
い
な
か
っ
た
た
め
、
皇
室
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
よ
り
個
別
具
体
的
な
法
令
を
別
途
制
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
第
二
に
、

皇
室
典
範
の
制
定
を
主
導
し
た
伊
藤
博
文
は
、
典
範
を
国
家
法
で
は
な
く
、「
皇
室
の
家
法
」
と
位
置
づ
け
る
方
針
を
と
っ
て
い
た
。
そ

の
た
め
、
皇
室
典
範
な
ら
び
に
今
後
制
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
皇
室
関
係
法
令
が
、
国
家
法
の
体
系
に
対
し
て
い
か
な
る
位
置
を
占
め
る
の

か
、
不
明
確
だ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
二
つ
の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
の
が
、
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
八
月
、
伊
藤
博
文
の
主
導
下
に
設
置
さ
れ
た
帝
室
制
度
調
査

局
で
あ
る
。
総
裁
伊
藤
博
文
、
副
総
裁
土
方
久
元
の
下
、
細
川
潤
次
郎
、
高
崎
正
風
、
梅
謙
次
郎
、
穂
積
八
束
、
花
房
直
三
郎
、
多
田
好

問
、
三
宮
義
胤
、
広
橋
賢
光
ら
が
同
局
御
用
掛
に
任
命
さ
れ
た
。
明
治
三
六
年
七
月
、
伊
東
巳
代
治
が
副
総
裁
に
就
任
し
た
。
伊
東
は
皇

室
制
度
整
備
に
つ
い
て
伊
藤
と
は
異
な
る
意
見
を
持
ち
、
皇
室
典
範
な
ら
び
に
今
後
制
定
さ
れ
る
皇
室
関
係
法
令
は
、「
皇
室
の
家
法
」

で
は
な
く
、
国
家
法
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。
こ
れ
以
降
、
帝
室
制
度
調
査
局
に
お
け
る
法
令
整
備
は
、
伊
東

副
総
裁
の
新
方
針
の
下
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
新
方
針
に
沿
っ
た
施
策
の
第
一
は
、
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
一
月
の
公
式
令
の
制
定
で
あ
る
。
こ
の
公
式
令
の
中
で
、
皇
室
関
係

の
法
令
を
さ
す
「
皇
室
令
」
と
い
う
新
た
な
法
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
設
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
皇
室
典
範
の
改
正
や
、
皇
室
令
・
詔
書
の
公
布
に

際
し
、
関
係
大
臣
の
副
署
を
要
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
皇
室
典
範
は
じ
め
す
べ
て
の
皇
室
関
係
法
令
が
、
国
家

法
の
体
系
の
中
に
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
施
策
の
第
二
は
、
明
治
四
〇
年
二
月
の
皇
室
典
範
増
補
で
あ
る
。
こ
の
増

補
の
中
で
、
皇
族
の
身
分
地
位
お
よ
び
権
利
義
務
等
の
規
定
は
、
一
般
法
令
で
は
な
く
、
皇
室
典
範
と
そ
の
附
属
令
（
つ
ま
り
皇
室
令
な

ど
）
に
よ
る
こ
と
が
明
文
化
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
皇
族
に
適
用
さ
れ
る
法
の
種
類
が
明
確
化
さ
れ
た
。

　
公
式
令
と
皇
室
典
範
増
補
は
、
皇
室
典
範
制
定
当
時
に
残
さ
れ
て
い
た
第
二
の
課
題
へ
の
取
り
組
み
に
あ
た
る
。
一
方
、
第
一
の
課
題

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
帝
室
制
度
調
査
局
は
、
七
年
半
の
設
置
期
間
中
に
、
皇
室
令
案
三
五
、
そ
の
他
の
法
律
案
・
勅
令
案
等
計
二
〇
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を
起
草
・
審
議
し
、
明
治
天
皇
に
上
奏
し
た
。
そ
れ
ら
法
案
は
明
治
四
〇
年
代
に
所
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
順
次
公
布
さ
れ
た
が
（
左
表

参
照
）、
帝
室
制
度
調
査
局
は
公
式
令
と
皇
室
典
範
増
補
の
公
布
後
、
明
治
四
〇
年
二
月
に
廃
局
と
な
っ
た
の
で
、
そ
の
職
務
を
引
き
継

ぎ
、
制
定
に
関
わ
る
実
務
を
担
当
す
る
要
員
と
し
て
、
明
治
四
一
年
一
月
か
ら
明
治
四
四
年
三
月
ま
で
の
間
、
宮
内
大
臣
の
監
督
下
に
皇

室
令
整
理
委
員
が
任
用
さ
れ
た
。
後
に
帝
室
制
度
審
議
会
委
員
と
な
る
岡
野
敬
次
郎
、
奥
田
義
人
の
ほ
か
、
栗
原
広
太
、
森
泰
二
郎
（
槐

南
）
の
四
名
で
あ
る
。

　
帝
室
制
度
調
査
局
が
作
成
し
上
奏
し
た
法
案
の
う
ち
、
明
治
期
に
制
定
・
公
布
さ
れ
た
主
な
皇
室
令
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
公
布
　
皇
族
会
議
令

　
　
　
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
公
布
　
皇
室
祭
祀
令

　
　
　
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
公
布
　
登
極
令
、
摂
政
令
、
立
儲
令
、
皇
室
成
年
式
令
、
皇
室
服
喪
令

　
　
　
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
公
布
　
皇
族
身
位
令
、
皇
室
親
族
令
、
皇
室
財
産
令

　
　
　
四
四
年
（
一
九
一
一
）
公
布
　
皇
族
服
装
令

　
　
　
四
五
年
（
一
九
一
二
）
公
布
　
皇
室
会
計
令

一
方
、
上
奏
さ
れ
な
が
ら
制
定
・
公
布
に
至
ら
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
た
法
案
も
あ
り
、
皇
室
裁
判
令
、
皇
統
譜
令
、
皇
室
儀
制
令
な
ど
一

八
件
に
上
っ
た
。
こ
れ
ら
未
制
定
法
案
の
制
定
実
現
を
め
ざ
し
、
伊
東
巳
代
治
は
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
九
月
、
意
見
書
「
皇
室
制
度

再
査
議
」
を
首
相
、
宮
内
大
臣
、
元
老
に
提
出
し
、
専
門
機
関
の
設
置
を
働
き
か
け
た
。
こ
れ
を
契
機
に
前
述
の
ご
と
く
大
正
五
年
一
一

月
に
帝
室
制
度
審
議
会
が
設
置
さ
れ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
前
史
を
持
ち
、
そ
こ
か
ら
役
割
を
引
き
継
い
だ
帝
室
制
度
審
議
会
に
鴎
外
は
参
加
し
た
。
非
正
規
の
立
場
で
あ
る
に
せ

よ
、
ま
た
毎
回
の
会
議
す
べ
て
に
出
席
し
た
の
で
は
な
い
に
せ
よ
、
審
議
会
メ
ン
バ
ー
と
し
て
鴎
外
の
許
に
は
、
今
日
平
沼
騏
一
郎
関
係
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文
書
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
会
議
資
料
が
届
け
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
鴎
外

は
審
議
会
の
現
在
を
常
に
知
り
得
る
立
場
に
あ
っ
た
。
で
は
鴎
外
の
在
任
中
、
帝
室
制
度
審
議
会
は
ど
の
よ
う
な
法
案
を
審
議
し
、
ど
の

よ
う
な
事
件
に
直
面
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

3
　
鴎
外
在
任
中
の
審
議
法
案
と
事
件

3
・
1
　
帝
室
制
度
審
議
会
が
作
成
し
た
皇
室
令
等

　
最
初
に
、
帝
室
制
度
審
議
会
が
法
案
を
作
成
し
、
制
定
・
公
布
に
至
っ
た
主
要
な
皇
室
令
等
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
そ
の
多
く
は
旧
帝

室
制
度
調
査
局
か
ら
引
き
継
い
だ
未
制
定
法
案
を
原
案
と
し
、
再
審
議
・
修
正
し
た
も
の
だ
が
、
中
に
は
①
⑧
の
よ
う
に
新
規
に
起
草
し

た
も
の
も
あ
る
。

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
公
布
　
①
皇
室
典
範
増
補

　
　
九
年
（
一
九
二
〇
）
裁
定
　
②
皇
族
の
降
下
に
関
す
る
施
行
準
則

　
一
五
年
（
一
九
二
六
）
公
布
　
③
皇
統
譜
令
　
　
④
皇
室
儀
制
令
　
▲
皇
族
就
学
令
　
▲
皇
族
後
見
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
⑤
皇
族
遺
言
令
　
⑥
皇
室
喪
儀
令
　
▲
皇
室
陵
墓
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
⑦
皇
室
裁
判
令
　
⑧
王
公
家
軌
範

　
私
見
で
は
、
▲
を
付
し
た
三
件
を
除
く
①
～
⑧
に
、
鴎
外
が
何
ら
か
の
形
で
関
与
し
た
と
考
え
る
。
そ
の
法
案
の
帝
室
制
度
審
議
会
に

お
け
る
審
議
時
期
が
鴎
外
の
在
任
期
間
（
大
正
七
年
一
月
一
五
日
～
一
一
年
七
月
九
日
）
に
重
な
る
、
も
し
く
は
、
そ
の
法
案
に
関
連
す
る
事

件
が
在
任
期
間
中
に
起
き
た
こ
と
を
も
っ
て
そ
う
判
断
し
た
。
本
章
で
は
、
①
～
⑧
の
中
か
ら
注
目
す
べ
き
法
案
審
議
、
事
件
を
取
り
上
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げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
過
と
鴎
外
の
関
与
を
見
て
い
く
。（
以
下
、
各
法
案
名
に
右
表
の
番
号
を
カ
ッ
コ
書
き
で
付
す
。）

3
・
2
　
李
垠
・
方
子
結
婚
問
題
と
王
公
家
軌
範
（
⑧
）

　
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
伊
東
巳
代
治
が
帝
室
制
度
審
議
会
の
設
置
を
強
く
主
張
し
た
背
景
に
は
、
二
つ
の
懸
案
が
存
在
し
た
。
一

つ
は
先
述
し
た
未
制
定
法
案
の
処
理
。
も
う
一
つ
は
韓
国
併
合
が
も
た
ら
し
た
新
状
況
へ
の
対
応
で
あ
る
。

　
併
合
に
際
し
て
韓
国
皇
帝
一
家
（
李
王
家
）
の
処
遇
が
問
題
と
な
っ
た
。
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
八
月
二
二
日
調
印
の
併
合
条
約
に

は
、
日
本
の
天
皇
が
韓
国
皇
帝
一
家
と
そ
の
後
裔
に
対
し
て
、
相
当
の
地
位
・
名
誉
・
歳
費
等
を
保
証
す
る
旨
の
条
文
が
記
さ
れ
て
い
た

（
第
三
条
、
第
四
条
）。
こ
れ
に
基
づ
き
、
八
月
二
九
日
、「
前
韓
国
皇
帝
ヲ
冊
シ
テ
王
ト
為
ス
ノ
詔
書
」、「
李

及
李
熹
ヲ
公
ト
為
ス
ノ
詔

書
」、
そ
の
他
の
関
係
法
令
が
公
布
さ
れ
た
。
右
の
二
詔
書
は
、
前
韓
国
皇
帝
を
「
王
」
と
し
、
そ
の
地
位
を
世
襲
と
し
、
王
の
父
を

「
太
王
」、
王
の
世
嗣
を
「
王
世
子
」、
彼
ら
の
配
偶
を
「
妃
」
と
称
す
る
こ
と
、
前
韓
国
皇
帝
の
親
族
で
あ
る
李

・
李
熹
を
「
公
」
と

し
（
（
（

、
同
様
に
世
襲
と
す
る
こ
と
、
以
上
す
べ
て
の
王
族
・
公
族
に
対
し
て
「
殿
下
」
の
敬
称
を
用
い
る
こ
と
、
等
を
宣
言
し
て
い
た
。
こ

こ
に
、
日
本
社
会
に
そ
れ
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
「
王
公
族
」
と
い
う
新
た
な
集
団
が
創
出
さ
れ
た
。

　
二
つ
の
詔
書
は
王
公
族
に
対
す
る
待
遇
を
表
す
の
に
、
共
通
し
て
「
待
ツ
ニ
皇
族
ノ
礼
ヲ
以
テ
シ
」
と
い
う
文
言
を
用
い
て
い
た
。
こ

の
微
妙
な
表
現
は
後
に
見
る
よ
う
に
、
日
本
の
法
制
上
に
お
け
る
王
公
族
の
地
位
の
曖
昧
さ
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
の
文
言
を
含
め
、
八
月

二
九
日
公
布
の
一
連
の
王
公
族
関
係
の
詔
書
・
法
令
等
を
起
草
し
た
の
は
、
伊
東
巳
代
治
と
、
当
時
皇
室
令
整
理
委
員
だ
っ
た
岡
野
敬
次

郎
、
奥
田
義
人
だ
っ
た
。
彼
ら
は
こ
う
し
た
仕
事
の
延
長
上
に
、
帝
室
制
度
審
議
会
に
お
い
て
も
、
朝
鮮
王
公
族
に
関
す
る
法
制
度
の
整

備
を
め
ざ
し
て
い
た
。

　
具
体
的
な
発
端
は
、
王
世
子
李イ

ウ
ン垠

と
梨
本
宮
方ま
さ

子こ

女
王
と
の
結
婚
問
題
だ
っ
た
。
こ
の
高
度
に
政
略
的
な
縁
談
は
、
大
正
五
年
夏
、
朝
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鮮
総
督
府
と
宮
内
省
の
協
働
の
下
に
提
起
さ
れ
、
同
年
八
月
に
は
明
治
天
皇
の
「
内
許
」
を
得
て
内
約
が
成
立
し
て
い
た
。
だ
が
、
朝
鮮

王
公
族
と
日
本
皇
族
と
の
結
婚
と
い
う
、
か
つ
て
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
事
態
を
前
に
、
そ
の
法
的
根
拠
を
め
ぐ
っ
て
争
論
が
発
生
し

た
。

　
皇
族
女
子
の
結
婚
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
皇
室
典
範
第
三
九
条
に
「
皇
族
ノ
婚
嫁
ハ
同
族
又
ハ
勅
旨
ニ
依
リ
特
ニ
認
許
サ
レ
タ
ル
華
族

ニ
限
ル
」
と
い
う
規
程
が
存
在
し
た
。
前
出
の
詔
書
の
文
言
「
待
ツ
ニ
皇
族
ノ
礼
ヲ
以
テ
シ
」
を
解
釈
し
て
、
王
公
族
を
日
本
の
皇
族
に

準
ず
る
存
在
と
見
な
し
た
場
合
、
こ
の
結
婚
は
皇
族
同
族
間
の
婚
姻
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
、
皇
室
典
範
第
三
九
条
の
適
用
対
象
と
な
る

（
こ
の
解
釈
を
仮
に
Ａ
と
す
る
）。
一
方
、
詔
書
の
文
言
は
王
公
族
の
法
的
地
位
に
言
及
し
た
も
の
で
は
な
く
、
彼
ら
は
法
的
に
は
皇
族
と
異

種
の
集
団
で
あ
る
と
解
釈
し
た
場
合
、
既
存
の
皇
室
典
範
は
こ
の
結
婚
に
適
用
可
能
な
条
文
を
持
た
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
典
範

を
改
正
し
て
新
た
な
条
文
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
（
こ
の
解
釈
を
Ｂ
と
す
る
）。

　
帝
室
制
度
審
議
会
は
大
正
五
年
一
二
月
、
結
婚
の
法
的
根
拠
に
関
す
る
諮
問
を
受
け
、
Ａ
の
立
場
を
と
っ
た
。
伊
東
巳
代
治
ら
は
李
王

家
が
朝
鮮
半
島
の
人
心
に
及
ぼ
す
影
響
を
大
き
く
見
積
も
っ
て
お
り
、
王
公
族
に
対
し
て
日
本
側
が
厚
遇
─
─
皇
族
待
遇
─
─
を
提
供
す

べ
き
と
の
大
前
提
に
立
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
帝
室
制
度
審
議
会
は
結
婚
に
関
し
て
皇
室
典
範
準
用
論
に
立
つ
と
と
も
に
、
王
公
族
の

あ
り
方
の
明
確
化
を
図
る
べ
く
、
あ
わ
せ
て
王
公
家
軌
範
（
⑧
）
の
起
草
・
審
議
に
着
手
し
た
。
王
公
家
軌
範
と
は
、
日
本
の
皇
族
に
皇

族
身
位
令
・
皇
室
財
産
令
等
が
す
で
に
あ
る
よ
う
に
、
王
公
族
に
つ
い
て
も
、
そ
の
範
囲
、
身
分
地
位
、
世
襲
順
序
、
財
産
、
相
続
、
結

婚
、
葬
儀
、
降
下
、
等
に
つ
い
て
規
定
し
よ
う
と
い
う
法
令（（
（

で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
帝
室
制
度
審
議
会
が
作
成
し
た
法
案
が
実
際
に
制
定
・
公
布
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
法
案
を
宮
内
大
臣
を
通
じ
て
天
皇
に
上

奏
、
天
皇
が
こ
れ
を
枢
密
院
に
諮
詢
、
枢
密
院
で
の
審
議
と
可
決
、
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
踏
む
必
要
が
あ
る
。
王
公
家
軌
範
案
の
上
奏
は

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
一
二
月
、
こ
の
時
点
で
鴎
外
は
ま
だ
帝
室
制
度
審
議
会
に
加
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
同
法
案
が
翌
大
正
七
年
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五
月
一
四
日
に
枢
密
院
に
諮
詢
さ
れ
、
そ
こ
で
生
じ
た
以
下
の
騒
動
は
御
用
掛
の
立
場
で
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
枢
密
院
で
王
公
家
軌
範
案
の
審
議
を
担
当
し
た
の
は
、
委
員
長
伊
東
巳
代
治
の
下
、
委
員
の
金
子
堅
太
郎
、
末
松
謙
澄
、
南
部
甕
男
、

浜
尾
新
、
小
松
原
英
太
郎
、
穂
積
陳
重
、
安
広
伴
一
郎
、
一
木
喜
徳
郎
か
ら
な
る
審
査
委
員
会
だ
っ
た
。
審
査
委
員
会
は
五
月
二
五
日
、

六
月
一
〇
日
、
六
月
一
四
日
の
三
回
開
か
れ
、
一
木
を
は
じ
め
、
末
松
、
浜
尾
、
小
松
原
、
安
広
が
法
案
に
異
議
を
唱
え
た
。
異
議
を
要

約
す
る
と
、“
王
公
族
は
法
制
上
、
皇
族
に
準
じ
た
存
在
と
は
認
め
ら
れ
な
い
”
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
、“
王
公
家
軌
範
を
皇
室
令
と
し

て
制
定
す
べ
き
で
は
な
い
”
と
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
を
結
婚
問
題
に
当
て
は
め
る
と
、“
皇
室
典
範
第
三
九
条
は
皇
族
・
王
公
族
間
の
結

婚
に
適
用
で
き
な
い
”
と
す
る
、
前
述
Ｂ
の
立
場
と
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
反
対
委
員
の
う
ち
一
木
、
浜
尾
、
小
松
原
、
安
広
は
山
県
有
朋
系
の
枢
密
顧
問
官
で
あ
る
。
山
県
有
朋
は
当
時
、
枢
密
院

議
長
。
高
齢
の
た
め
副
議
長
の
清
浦
奎
吾
が
実
質
的
に
議
長
を
務
め
て
お
り
、
こ
の
清
浦
も
山
県
派
だ
っ
た
。
帝
室
制
度
審
議
会
が
提
出

し
た
王
公
家
軌
範
案
は
、
こ
の
よ
う
に
枢
密
院
に
優
勢
を
占
め
る
山
県
派
の
反
対
に
よ
り
成
立
の
見
込
み
を
失
い
、
し
ば
ら
く
放
置
さ
れ

た
後
、
同
大
正
七
年
九
月
下
旬
、
寺
内
内
閣
か
ら
原
内
閣
へ
の
交
替
を
機
に
、
後
述
の
皇
室
裁
判
令
案
と
と
も
に
枢
密
院
か
ら
撤
回
さ
れ

る
。
そ
の
後
長
期
の
休
眠
を
経
て
、
鴎
外
没
後
の
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
に
再
浮
上
し
、
今
度
は
前
掲
表
（
3
・
1
）
の
ご
と
く
制

定
・
公
布
さ
れ
る
に
至
る
。

3
・
3
　
李
垠
・
方
子
結
婚
問
題
と
皇
室
典
範
増
補
（
①
）

　
王
公
家
軌
範
案
は
頓
挫
し
た
が
、
一
方
、
李
垠
・
方
子
の
結
婚
の
法
的
根
拠
の
明
確
化
と
い
う
問
題
は
解
決
さ
れ
ず
に
残
っ
て
い
た
。

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
九
月
下
旬
、
新
首
相
に
就
任
し
た
原
敬
は
、
前
述
Ａ
の
立
場
か
ら
皇
室
典
範
の
改
正
を
不
要
と
主
張
す
る
伊
東

巳
代
治
（
お
よ
び
帝
室
制
度
審
議
会
）
と
、
Ｂ
の
立
場
か
ら
典
範
改
正
を
主
張
す
る
山
県
有
朋
（
お
よ
び
枢
密
院
）
と
の
間
で
調
整
に
腐
心
す
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る
（
（（
（

こ
と
に
な
る
。
原
は
当
初
、
両
派
の
主
張
を
折
衷
し
た
解
決
策
を
考
え
て
い
た
が
、
結
局
、
こ
の
問
題
の
た
め
に
山
県
や
枢
密
院
と
の

関
係
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
を
得
策
で
な
い
と
判
断
し
、
同
年
一
〇
月
一
〇
日
頃
、
山
県
側
の
意
向
に
沿
う
形
で
典
範
改
正
方
針
へ
と
転
換

し
た
。
宮
内
省
も
こ
れ
に
同
調
し
、
帝
室
制
度
審
議
会
委
員
の
中
で
も
宮
内
省
系
の
倉
富
勇
三
郎
、
石
原
健
三
、
富
井
政
章
の
三
人
は
省

の
方
針
に
従
い
、
倉
富
が
典
範
改
正
案
を
起
草
し
た
。
一
〇
月
二
〇
日
、
伊
東
巳
代
治
は
、
倉
富
起
草
の
改
正
案
に
対
す
る
反
対
意
見
と
、

帝
室
制
度
審
議
会
総
裁
の
辞
表
と
を
、
宮
内
大
臣
波
多
野
敬
直
に
提
出
し
た
。
伊
東
と
同
盟
し
て
い
た
岡
野
敬
次
郎
、
平
沼
騏
一
郎
、
さ

ら
に
鈴
木
喜
三
郎
、
馬
場
鍈
一
、
山
内
確
三
郎
も
続
い
て
辞
表
を
提
出
し
た
。
帝
室
制
度
審
議
会
は
分
裂
と
存
続
の
危
機
に
瀕
し
た
。

　
一
〇
月
二
五
日
、
波
多
野
宮
相
は
伊
東
を
訪
ね
、
辞
表
提
出
者
に
対
す
る
慰
留
の
意
思
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
伊
東
ら
が
呈
し
た
反
対

意
見
を
取
り
入
れ
た
新
た
な
解
決
策
を
提
示
し
た
。
そ
れ
は
、
皇
室
典
範
の
「
改
正
」
で
は
な
く
「
増
補
」
の
形
を
と
る
こ
と
、
増
補
す

る
新
た
な
一
条
は
「
皇
族
女
子
ハ
王
族
又
ハ
公
族
ニ
嫁
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
す
る
と
い
う
提
案
で
あ
る
。
こ
の
増
補
案
は
、
枢
密
院
、
つ

い
で
皇
族
会
議
で
可
決
さ
れ
、
一
一
月
二
八
日
、
皇
室
典
範
増
補
（
①
）
と
し
て
公
布
さ
れ
た
。
公
布
後
の
一
二
月
上
旬
、
辞
意
を
表
明

し
て
い
た
委
員
は
全
員
辞
表
を
撤
回
し
、
帝
室
制
度
審
議
会
に
留
任
し
た
。

　
鴎
外
日
記
一
〇
月
三
〇
日
の
条
に
「
午
後
参
省
。
有
増
補
皇
室
典
範
之
議
」
と
あ
り
、
こ
の
日
、
典
範
増
補
に
関
す
る
宮
内
省
の
会
議

に
出
席
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
増
補
案
が
枢
密
院
の
審
査
委
員
会
で
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
一
〇
月
二
八
日
の
二
日
後
の
こ
と
で
あ
り
、

法
案
の
成
立
が
確
実
に
な
っ
た
時
点
と
い
え
る
。

　
以
上
一
連
の
事
件
に
対
す
る
鴎
外
の
直
接
の
関
与
を
示
す
資
料
は
な
い
が
、
図
書
頭
と
い
う
彼
の
役
職
が
種
々
の
接
点
を
有
し
て
い
た
。

図
書
寮
の
最
も
重
要
な
職
掌
の
一
つ
は
皇
統
譜
の
編
修
、
登
録
、
保
管
で
あ
る
。
鴎
外
在
任
当
時
、
皇
統
譜
は
「
皇
統
譜
皇
帝
」「
皇
統

譜
皇
后
・
後
宮
」「
皇
統
譜
皇
親
」
の
三
種（（（
（

に
分
か
れ
、
皇
族
の
身
上
に
変
化
が
あ
っ
た
時
こ
れ
を
新
た
に
登
録
す
る
の
は
図
書
頭
の
役
目
で

あ
っ
た
。
鴎
外
日
記
に
は
「
登
録
恭
子
女
王
婚
嫁
事（（（
（

於
皇
親
譜
」（
大
正
七
年
六
月
一
〇
日
）、「
録
久
邇
宮
子
女
夭
折
事（（（
（

于
譜
牒
」（
大
正
七
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年
七
月
二
二
日
）
な
ど
、
登
録
の
こ
と
が
見
え
る
。
し
た
が
っ
て
日
記
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
李
垠
と
方
子
の
結
婚
の
登
録
も
鴎
外

の
役
目
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
じ
く
図
書
寮
の
職
掌
と
し
て
、
天
皇
・
皇
族
の
実
録
（
一
代
の
事
蹟
の
記
録
）
の
編
修
が
あ
る
。
こ
れ
に
は

朝
鮮
王
公
族
の
実
録
の
編
修（（（
（

も
含
ま
れ
、
鴎
外
日
記
に
も
「
午
時
往
省
。
言
李
王
家
実
録
事
」（
大
正
八
年
二
月
二
〇
日
）
と
、
そ
れ
に
触

れ
た
記
事
が
あ
る
。

　
鴎
外
に
は
ま
た
、
次
の
よ
う
な
当
事
者
と
の
接
触
が
あ
っ
た
。
か
つ
て
鴎
外
は
日
露
戦
争
の
戦
地
で
、
方
子
女
王
の
父
で
あ
る
梨
本
宮

守
正
王
と
交
流
が
あ
っ
た（（（
（

。
軍
人
皇
族
で
あ
る
守
正
王
が
、
鴎
外
と
同
じ
第
二
軍
司
令
部
付
で
出
征
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
方
子
女
王

本
人
と
は
、
鴎
外
日
記
に
よ
る
と
大
正
七
年
五
月
一
二
日
、
つ
ま
り
王
公
家
軌
範
案
が
枢
密
院
に
諮
詢
さ
れ
る
二
日
前
に
対
面
し
て
い
る
。

同
日
の
条
に
「
梨
本
妃
、
方
子
規
子
両
女
王
来
観
動
物
園
。
予
往
焉
」
と
あ
り
、
方
子
女
王
、
母
の
伊
都
子
妃
、
妹
規
子
女
王
ら
一
行
が

上
野
動
物
園
を
訪
れ
た
の
で
、
園
の
統
括
責
任
者
（
帝
室
博
物
館
総
長
）
と
し
て
迎
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
大
正
八
年
一
月
一
〇
日

の
条
に
は
「
方
子
女
王
告
別
宗
廟
。
予
参
焉
」
と
あ
る
。
婚
儀
を
目
前
に
し
た
方
子
女
王
が
、「
宗
廟
」
つ
ま
り
宮
中
の
賢
所
・
皇
霊

殿
・
神
殿
で
「
告
別
」
の
拝
礼
を
行
っ
た
祭
典（（（
（

の
記
事
で
、
鴎
外
は
宮
内
諸
官
の
一
人
と
し
て
こ
れ
に
参
列
し
た
。

　
婚
儀
は
一
月
二
五
日
の
予
定
だ
っ
た
が
、
一
月
二
一
日
に
李
太
王
（
高
宗
）
が
急
死
し
、
服
喪
の
た
め
延
期
さ
れ
た
。
翌
大
正
九
年
四

月
二
八
日
の
婚
儀
の
後
、
五
月
六
日
の
鴎
外
日
記
に
「
是
日
王
世
子
李
垠
延
見
。
辞
不
往
。
欲
従
此
暫
避
公
会
也
」
と
あ
る
。
李
垠
の

「
延
見
」
を
辞
退
し
た
と
あ
る
が
、
五
月
二
日
か
ら
六
日
ま
で
連
日
行
わ
れ
た
と
い
う
披
露
宴（（（
（

の
最
終
日
な
の
で
、
単
独
引
見
を
辞
退
し

た
の
で
は
な
く
、
宮
内
諸
官
の
一
人
と
し
て
披
露
宴
に
招
待
さ
れ
た
の
を
欠
席
し
た
意
味
だ
ろ
う
。
今
後
し
ば
ら
く
公
の
会
を
避
け
る
と

あ
る
の
は
、
こ
の
年
二
月
に
後
の
死
病
に
つ
な
が
る
腎
臓
炎
を
患
う
な
ど
（
大
正
九
年
二
月
一
〇
日
・
二
〇
日
、
賀
古
鶴
所
宛
書
簡
）
健
康
状

態
の
悪
化
の
た
め
だ
ろ
う
か
。
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3
・
4
　
末
松
謙
澄
か
ら
の
来
信
と
皇
室
裁
判
令
（
⑦
）

　
帝
室
制
度
審
議
会
が
王
公
家
軌
範
案
な
ら
び
に
皇
室
典
範
改
正
の
要
不
要
を
め
ぐ
っ
て
枢
密
院
と
対
立
状
態
に
あ
っ
た
大
正
七
年
（
一

九
一
八
）、
五
月
二
三
日
の
鴎
外
日
記
に
「
末
松
子
謙
澄
書
至
。
復
之
」
と
あ
り
、
枢
密
顧
問
官
末
松
謙
澄
と
書
簡
を
や
り
と
り
し
た
こ

と
が
わ
か
る
。
双
方
の
書
簡
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
内
容
は
不
明
だ
が
、
時
期
か
ら
見
て
、
皇
室
裁
判
令
（
⑦
）
に
関
係
し
た
こ
と
で
は

な
か
っ
た
か
。

　
皇
室
裁
判
令
と
は
、
皇
族
が
当
事
者
（
訴
え
る
・
訴
え
ら
れ
る
）
と
な
る
民
事
・
刑
事
訴
訟
に
つ
い
て
定
め
た
皇
室
令
で
あ
る
。
帝
室
制

度
審
議
会
が
用
意
し
た
法
案
は
、
大
正
六
年
一
二
月
二
四
日
に
枢
密
院
に
諮
詢
さ
れ
た
が
、
枢
密
院
は
こ
れ
に
対
立
的
だ
っ
た
。
法
案
作

成
に
携
わ
っ
た
平
沼
騏
一
郎
の
回
想（（（
（

に
よ
れ
ば
、
非
難
の
要
点
は
「
皇
族
を
裁
判
す
る
の
は
不
敬
だ
」
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。「
喧
し
い

こ
と
に
な
り
、
私
は
憎
ま
れ
役
と
な
つ
た
」
と
平
沼
は
言
う
。

　
皇
室
裁
判
令
案
の
枢
密
院
に
お
け
る
審
査
委
員
会
は
、
委
員
長
蜂
須
賀
茂
韶
の
死
去
に
よ
り
、
伊
東
巳
代
治
が
委
員
長
と
な
り
、
他
の

委
員
の
顔
ぶ
れ
も
含
め
て
、
先
述
の
王
公
家
軌
範
案
の
審
査
委
員
会
と
ま
っ
た
く
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
審
査

委
員
会
は
大
正
七
年
一
月
二
四
日
か
ら
六
月
四
日
ま
で
一
二
回
開
催
さ
れ
た
が
、
第
一
一
回
に
あ
た
る
五
月
一
一
日
、
法
案
に
異
議
を
唱

え
る
末
松
謙
澄
が
独
自
の
「
修
正
要
綱
」
を
提
出
、
第
一
二
回
の
六
月
四
日
に
は
そ
れ
に
付
随
す
る
「
参
考
案
」
も
提
出
し
た
。
末
松
の

立
場
は
「
対
社
会
的
に
み
て
、
皇
族
の
尊
厳
性
に
少
し
で
も
抵
触
し
か
ね
な
い
表
現
を
で
き
る
だ
け
お
さ
え
、
厳
密
に
規
定
し
す
ぎ
な
い

よ
う
に
条
文
の
数
を
お
さ
え
よ
う
」（
高
久
嶺
之
介（

（（
（

）
と
す
る
も
の
で
、
浜
尾
、
南
部
、
小
松
原
、
安
広
が
こ
れ
に
賛
成
し
、
積
極
的
な
反

対
意
見
は
出
な
か
っ
た
。
枢
密
院
側
の
こ
う
し
た
動
き
に
、
帝
室
制
度
審
議
会
は
五
月
二
〇
日
、
法
案
を
起
草
し
た
平
沼
騏
一
郎
、
岡
野

敬
次
郎
の
意
見
を
中
心
に
、
末
松
修
正
案
に
反
論
す
る
意
見
書
を
ま
と
め
、
抵
抗
し
た
。
だ
が
、
最
終
的
な
枢
密
院
通
過
が
見
込
め
な
い

こ
と
か
ら
、
審
査
委
員
会
委
員
長
で
あ
り
帝
室
制
度
審
議
会
総
裁
で
も
あ
る
伊
東
巳
代
治
の
判
断
で
、
同
法
案
の
枢
密
院
に
お
け
る
審
査
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は
中
断
。
同
年
九
月
下
旬
に
枢
密
院
か
ら
撤
回
さ
れ
、
休
眠
状
態
を
経
て
、
大
正
一
五
年
に
復
活
し
制
定
・
公
布
に
至
る
と
い
う
、
先
述

の
王
公
家
軌
範
案
と
同
じ
経
過
を
た
ど
っ
た
。

　
鴎
外
が
末
松
か
ら
の
来
信
を
日
記
に
記
し
た
五
月
二
三
日
は
、
末
松
が
枢
密
院
で
修
正
意
見
を
盛
ん
に
主
張
し
て
い
た
第
一
一
回
審
査

委
員
会
と
第
一
二
回
審
査
委
員
会
の
狭
間
で
あ
り
、
帝
室
制
度
審
議
会
が
末
松
へ
の
反
論
意
見
書
を
提
示
し
た
直
後
で
も
あ
る
。
鴎
外
は

帝
室
制
度
審
議
会
の
一
員
で
あ
る
と
同
時
に
、
枢
密
院
で
末
松
に
賛
成
し
た
浜
尾
、
小
松
原
、
安
広
ら
と
同
じ
山
県
有
朋
人
脈
に
連
な
る

一
人
で
あ
る
。
こ
う
し
た
鴎
外
の
立
場
か
ら
、
末
松
が
鴎
外
に
対
し
、
自
ら
の
主
張
に
支
持
を
求
め
る
何
ら
か
の
働
き
か
け
を
し
た
の
で

は
な
い
か
、
と
推
測
さ
れ
る
。

　
な
お
、
こ
の
五
月
二
三
日
は
、
枢
密
院
に
お
い
て
王
公
家
軌
範
案
の
審
査
委
員
会
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
時
期
で
も
あ
る
。
先
に
見

た
よ
う
に
末
松
は
王
公
家
軌
範
案
に
も
反
対
だ
っ
た
。
末
松
書
簡
は
こ
の
件
に
も
言
及
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

3
・
5
　
皇
族
の
降
下
に
関
す
る
施
行
準
則
（
②
）

　
3
・
2
～
3
・
4
に
述
べ
た
諸
事
情
に
よ
り
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
に
枢
密
院
と
の
関
係
が
悪
化
し
た
帝
室
制
度
審
議
会
は
、
こ
の

後
大
正
一
五
年
ま
で
、
自
ら
が
作
成
し
た
皇
室
令
案
を
制
定
・
公
布
に
至
ら
せ
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
。
だ
が
こ
の
間
、
皇
室
令
で
は
な

い
が
、
皇
族
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
重
要
な
規
程
を
同
審
議
会
は
作
り
、
実
施
に
至
っ
て
い
る
。「
皇
族
の
降
下
に
関
す
る
施
行
準
則
」

（
②
）
と
呼
ば
れ
る
内
規
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
ど
の
範
囲
の
人
々
を
皇
族
と
認
め
、
身
分
地
位
や
歳
費
を
保
証
す
る
か
。
こ
れ
は
近
代
の
皇
室
制
度
構
築
史
上
、
微
妙
な
問
題
で
あ
り

続
け
た
。
維
新
以
降
、
明
治
・
大
正
期
を
通
じ
て
一
五
の
宮
家（（（
（

が
存
在
し
た
が
、
こ
れ
ら
宮
家
は
天
皇
の
輔
弼
者
、
配
偶
の
提
供
母
体
、

皇
位
継
承
者
確
保
の
た
め
の
人
材
庫
と
し
て
重
要
で
あ
る
一
方
、
過
剰
な
皇
族
数
は
皇
室
財
政
を
圧
迫
し
、
皇
室
の
尊
厳
を
損
な
う
等
の
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理
由
に
よ
り
、
皇
族
数
の
制
限
が
た
び
た
び
議
論
さ
れ
た
。
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
二
月
公
布
の
皇
室
典
範
増
補
に
よ
り
、
王
が
勅

旨
ま
た
は
情
願
に
よ
り
、
皇
籍
を
離
脱
し
て
華
族
と
な
る
と
い
う
、
臣
籍
降
下
の
可
能
性
が
開
か
れ
た
。
た
だ
し
、
王
自
身
に
降
下
の
意

思
が
な
い
場
合
は
、
あ
え
て
降
下
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
な
お
、
王
と
は
、
皇
子
を
第
一
世
と
数
え
て
五
世
以
下
の
男
子
を
い
う
。
四

世
以
内
は
親
王
と
い
う
（
皇
室
典
範
第
三
一
条
）。

　
大
正
七
年
、
宮
内
大
臣
波
多
野
敬
直
は
帝
室
制
度
審
議
会
に
皇
族
の
臣
籍
降
下
に
関
す
る
新
た
な
原
則
の
検
討
を
要
請
し
、
同
審
議
会

は
「
皇
族
の
降
下
に
関
す
る
施
行
準
則
」
案
を
作
成
し
た
。
こ
の
準
則
は
、
王
自
身
の
情
願
が
な
い
場
合
で
も
、
天
皇
の
勅
旨
に
よ
り
、

長
子
孫
の
系
統
四
世
以
内
を
除
く
す
べ
て
の
王
が
臣
籍
降
下
し
て
華
族
と
な
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
だ
っ
た
。
枢
密
院
は
こ
の
案
を
一
部

修
正
の
み
で
可
決
し
た
。
だ
が
、
大
正
九
年
五
月
一
五
日
、
宮
中
で
開
か
れ
た
皇
族
会
議
で
は
質
問
が
頻
出
し
、
採
決
に
至
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
宮
内
大
臣
が
大
正
天
皇
に
施
行
を
奏
請
し
裁
可
を
仰
ぐ
と
い
う
形
で
、
同
年
五
月
一
九
日
、
こ
の
準
則
は
内
規
と
し
て
成
立
し
た
。

　
皇
族
の
賛
同
が
得
に
く
か
っ
た
の
は
、
こ
の
準
則
が
既
存
の
宮
家
に
対
し
、
将
来
の
自
動
的
な
消
滅
を
宣
告
す
る
意
味
を
持
っ
た
た
め

で
あ
る
。
当
時
、
先
述
の
一
五
宮
家
の
う
ち
有
栖
川
宮
家
と
桂
宮
家
は
継
嗣
が
な
く
断
絶
し
、
残
る
一
三
宮
家
は
す
べ
て
幕
末
維
新
期
の

皇
族
・
伏
見
宮
邦
家
親
王
の
子
孫
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
た
。
伏
見
宮
家
は
近
世
の
四
親
王
家
の
一
つ
で
、
明
治
天
皇
・
大
正
天
皇
と

は
血
縁
が
遠
か
っ
た
。
大
正
天
皇
に
は
皇
太
子
裕
仁
親
王
を
含
む
四
人
の
男
子
が
す
で
に
あ
り
、
皇
位
継
承
者
確
保
と
い
う
面
で
の
宮
家

の
存
在
理
由
は
相
対
的
に
低
下
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
、
伏
見
宮
系
一
三
宮
家
に
と
っ
て
こ
の
準
則
は
、
今
後
皇
位
を
継
承
す
る
機
会

が
な
い
限
り
、
邦
家
親
王
の
子
を
第
一
世
と
し
て
数
え
た
子
孫
（
邦
家
親
王
の
子
孫
に
関
し
て
は
代
数
を
こ
の
よ
う
に
数
え
る
取
決
め
だ
っ
た
）

は
、
い
ず
れ
す
べ
て
臣
籍
降
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
る
も
の
だ
っ
た
。
代
わ
っ
て
い
わ
ゆ
る
直
宮
た
ち
が
新
た
な
宮
家
群

を
構
成
す
る
。
つ
ま
り
、
本
準
則
は
「
血
縁
の
遠
い
宣
下
親
王
の
系
統
を
排
除
し
、
明
治
天
皇
直
系
に
よ
る
万
世
一
系
の
男
系
相
続
の
原

則
の
純
化
を
図
る
狙
い
」（
小
田
部
雄
次（

（（
（

）
を
秘
め
て
い
た
。
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こ
こ
で
私
た
ち
は
次
の
こ
と
に
思
い
至
る
。
す
で
に
見
た
皇
室
典
範
、
大
正
七
年
皇
室
典
範
増
補
（
①
）、
皇
室
裁
判
令
（
⑦
）、
王
公

家
軌
範
（
⑧
）、
そ
し
て
本
準
則
（
②
）、
こ
れ
ら
は
皇
室
の
至
尊
性
と
い
っ
た
観
念
か
ら
か
け
離
れ
た
、〈
作
ら
れ
る
〉
も
の
と
し
て
の
皇

室
制
度
を
さ
し
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
先
見
る
こ
と
に
な
る
皇
統
譜
令
（
③
）、
皇
室
儀
制
令
（
④
）、
皇
室
喪
儀
令

（
⑥
）、
さ
ら
に
前
掲
表
（
3
・
1
）
に
挙
げ
た
そ
の
他
の
皇
室
令（（（
（

の
内
容
や
審
議
過
程
か
ら
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
天
皇
の
再
生
産
シ

ス
テ
ム
を
は
じ
め
、
誰
を
皇
族
と
認
め
る
か
の
線
引
き
、
朝
鮮
王
公
族
と
の
差
異
化
、
さ
ら
に
は
天
皇
・
皇
族
の
誕
生
か
ら
死
、
死
後
の

墓
所
に
至
る
ま
で
、
具
体
的
な
細
部
に
わ
た
っ
て
そ
の
あ
り
方
を
法
的
に
規
定
し
て
い
く
。
そ
う
し
た
法
の
体
系
で
あ
る
皇
室
制
度
は
、

適
用
を
受
け
る
当
事
者
（
天
皇
・
皇
族
）
の
意
思
や
容
喙
を
排
除
す
る
形
で
、
国
家
の
メ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
最
中
核
に
接
続
さ
れ
た
サ
ブ

シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
メ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
と
の
整
合
を
目
的
と
し
て
、
構
築
さ
れ
る
。
そ
れ
は
〈
作
ら
れ
る
〉
も
の
、
ま
た
〈
作
り
替
え
可

能
な
〉
も
の
で
あ
る
。
鴎
外
は
そ
れ
を
作
り
、
ま
た
作
り
替
え
る
現
場
と
し
て
の
帝
室
制
度
審
議
会
に
立
ち
会
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

3
・
6
　
皇
室
儀
制
令
（
④
）、
皇
室
喪
儀
令
（
⑥
）
と
鴎
外
の
批
判

　
皇
室
儀
制
令
（
④
）
と
は
、
新
年
朝
賀
や
帝
国
議
会
開
院
式
・
閉
院
式
な
ど
の
儀
式
に
つ
い
て
定
め
る
皇
室
令
で
、
具
体
的
な
執
行
要

領
を
記
し
た
「
附
式
」
を
伴
う
。
帝
室
制
度
審
議
会
に
お
け
る
同
法
案
の
審
議
は
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
一
月
に
始
ま
っ
た
。
鴎
外

の
日
記
に
具
体
的
な
法
案
名
が
記
さ
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
い
の
だ
が
、
大
正
一
〇
年
七
月
二
三
日
の
記
事
に
は
「
帝
室
制
度
会
。
儀
制
令

成
」
と
皇
室
儀
制
令
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。「
儀
制
令
成
」
と
あ
る
が
、
法
案
の
完
成
で
は
な
く
、
一
定
段
階
の
成
案
を
得
た
意
に
解

す
べ
き
で
あ
る
。
同
時
期
の
新
聞
報
道
に
、「
岡
野
敬
次
郎
博
士
委
員
長
た
る
帝
室
制
度
審
議
会
皇
室
儀
制
令
に
関
す
る
特
別
委
員
会
は

暑
休
明
後
直
ち
に
会
議
を
続
行
す
る
由
」（「
読
売
新
聞
」
大
正
一
〇
年
八
月
二
九
日
）
と
あ
り
、
日
記
記
事
の
後
も
法
案
審
議
が
続
行
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
だ
。
こ
の
法
案
は
翌
大
正
一
一
年
六
月
・
七
月
の
帝
室
制
度
審
議
会
総
会
で
成
立
し
た
が
、
そ
の
後
、
宮
内
省
に
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お
け
る
附
式
の
討
議
が
長
引
い
た
た
め
に
進
展
せ
ず
、
鴎
外
没
後
の
大
正
一
三
年
六
月
か
ら
再
び
帝
室
制
度
審
議
会
で
審
議
し
直
さ
れ
る

と
い
う
経
過
を
た
ど
っ
た
。

　
さ
て
、
儀
式
の
中
で
も
天
皇
・
皇
族
の
葬
儀
の
執
行
要
領
は
、
皇
室
喪
儀
令
（
⑥
）
で
定
め
ら
れ
る
。
帝
室
制
度
審
議
会
に
お
け
る
皇

室
喪
儀
令
案
と
附
式
の
審
議
は
大
正
九
年
五
月
に
始
ま
り
、
同
年
一
二
月
の
総
会
で
成
立
し
た
後
、
宮
内
大
臣
に
提
出
さ
れ
た
が
、
そ
の

後
や
は
り
進
展
せ
ず
、
鴎
外
没
後
の
大
正
一
五
年
五
月
に
入
っ
て
帝
室
制
度
審
議
会
で
再
審
議
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
儀

制
令
・
喪
儀
令
の
制
定
が
遅
滞
し
た
の
は
、
帝
室
制
度
審
議
会
が
法
案
化
し
た
儀
式
要
領
が
複
雑
で
、
宮
内
省
側
が
実
行
困
難
と
受
け
止

め
た
た
め
ら
し
い
。
大
正
一
五
年
の
公
布
の
際
に
は
、
両
令
と
も
に
「
儀
注
節
略
」
つ
ま
り
儀
式
の
省
略
規
定
が
加
え
ら
れ
た
。

　
皇
室
喪
儀
令
の
審
議
に
参
加
し
た
経
験
か
ら
、
鴎
外
は
賀
古
鶴
所
あ
て
書
簡
に
次
の
よ
う
な
厳
し
い
意
見
を
記
し
て
い
る
。

帝
室
制
度
審
議
会
ニ
諮
詢
機
関
（
支
那
ノ
三
礼
周
礼
、
儀
礼
、
礼
記
ニ
通
ズ
ル
モ
ノ
少
ク
モ
一
人
、
我
国
ノ
典
故
ニ
通
ズ
ル
モ
ノ
少
ク

モ
一
人
、
コ
ト
ニ
ヨ
ル
ト
双
方
ヲ
マ
ト
メ
テ
使
フ
世
話
ヤ
キ
一
人
入
用
カ
モ
不
知
也
）
ヲ
置
ク
外
ナ
シ
ト
思
考
ス
。

審
議
会
ニ
ハ
礼
ヤ
典
故
ヲ
知
ル
モ
ノ
一
人
モ
ナ
シ
。
ソ
レ
故
、
伊
藤
博
文
公
時
代
ニ
多
田
好
問
ヲ
使
ツ
テ
作
ツ
タ
原
案
ガ
、
絶
待

ノ
権
威
ヲ
有
シ
居
候
ナ
リ
。
ソ
レ
ガ
ド
レ
ホ
ド
不
調
カ
ト
云
ヘ
バ
、
一
二
例
ト
シ
テ
次
ノ
項
ヲ
挙
グ
ル
コ
ト
ヲ
得
ベ
シ
。

天
皇
ガ
崩
ゼ
ラ
レ
テ
、
御
称
号
ノ
キ
マ
ラ
ヌ
ウ
チ
、
大
行
天
皇
ト
申
ス
。（
中
略
）
コ
レ
モ
漢
以
来
ノ
コ
ト
ナ
リ
。
然
シ
漢
末
三

国
ア
タ
リ
ニ
ハ
、
皇
后
ヲ
モ
大
行
皇
后
ト
云
ヒ
シ
ナ
リ
。
何
故
ニ
天
皇
ニ
限
リ
テ
之
ヲ
襲
用
シ
、
皇
后
ニ
ハ
襲
用
セ
ザ
ル
カ
。
不

審
ナ
リ
。（
中
略
）

大
喪
ニ
特
ニ
牛
車
ヲ
用
ヰ
ラ
ル
。
ア
レ
ハ
天
子
ノ
乗
物
ニ
ア
ラ
ズ
。
支
那
ノ
礼
ヨ
リ
見
ル
モ
、
日
本
ノ
典
故
ヨ
リ
見
ル
モ
、
人
ガ

舁
ク
カ
、
馬
ニ
ヒ
カ
セ
ル
コ
ト
ハ
ア
レ
ド
、
牛
ハ
ナ
シ
。
上
皇
ナ
ド
ノ
御
乗
物
ニ
ナ
リ
シ
ヨ
リ
起
リ
、
王
室
式
微
ノ
時
ノ
慣
習
也
。

此
事
ハ
山
田
孝
雄
ガ
切
論
シ
居
ル
。
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審
議
会
ハ
法
学
博
士
ト
宮
内
大
官
揃
ヒ
デ
、
小
生
ナ
ド
ハ
「
傍
聴
希
望
ナ
ラ
バ
出
席
セ
ヨ
」
ト
ノ
命
令
ニ
テ
出
ル
ノ
ミ
ナ
リ
。

�

（
大
正
九
年
推
定
六
月
八
日
、
賀
古
鶴
所
宛
書
簡
　
書
簡
番
号
一
三
八
三
）

　
大
正
一
五
年
一
〇
月
に
実
際
に
公
布
さ
れ
た
皇
室
喪
儀
令（（（
（

を
見
る
と
、
鴎
外
の
言
う
通
り
「
大
行
天
皇
」
の
称
は
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

「
大
行
皇
后
」
は
な
い
。
天
皇
の
葬
儀
（「
大
喪
儀
」）
の
執
行
要
領
で
は
、
柩
を
殯
宮
か
ら
葬
場
殿
に
移
送
す
る
際
の
車
（「
霊
轜
」）
と
し

て
「
本
牛
二
頭
」「
副
牛
二
頭
」
の
引
く
牛
車
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
書
簡
に
は
、「
伊
藤
博
文
公
時
代
ニ
多
田
好
問
ヲ
使
ツ
テ
作
ツ
タ
原
案
」、
す
な
わ
ち
帝
室
制
度
調
査
局
時
代
に
、
有
職
故
実
に
関
す
る

こ
と
を
御
用
掛
の
多
田
好
問
に
委
ね
て
作
っ
た
原
案
が
、
帝
室
制
度
審
議
会
に
お
い
て
も
「
絶
待
ノ
権
威
ヲ
有
シ
」
て
い
る
と
あ
る
。
中

国
や
日
本
の
古
式
に
照
ら
し
て
原
案
に
誤
り
や
不
備
（「
不
〔
ふ
し
ら
べ
〕
調
」）
が
な
い
か
検
討
し
、
修
正
を
加
え
る
役
割
の
人
ま
た
は
機
関
が
、
帝
室

制
度
審
議
会
に
存
在
し
な
い
こ
と
を
鴎
外
は
問
題
視
し
、
そ
の
必
要
を
主
張
し
て
い
る
。
山
田
孝
雄
の
よ
う
な
専
門
家
の
知
見
が
反
映
さ

れ
な
い
儀
礼
制
定
シ
ス
テ
ム
、
学
問
・
研
究
と
切
り
離
さ
れ
た
帝
室
制
度
審
議
会
の
制
度
構
築
の
あ
り
方
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

鴎
外
自
身
の
『
帝
謚
考
』『
元
号
考
』
を
考
え
る
上
で
示
唆
的
な
意
見
で
あ
り
、
次
章
で
再
び
触
れ
た
い
。

3
・
7
　
皇
統
譜
令
（
③
）
と
歴
代
数
確
定
問
題

　
平
沼
騏
一
郎
は
帝
室
制
度
審
議
会
の
事
業
を
回
想（（（
（

し
て
、「
一
番
難
儀
し
た
」
の
は
「
皇
統
譜
と
皇
族
降
下
に
関
す
る
も
の
」
だ
っ
た

と
述
べ
て
い
る
。
後
者
は
先
述
の
皇
族
の
臣
籍
降
下
に
関
す
る
準
則
（
②
）
を
さ
し
、
前
者
は
皇
統
譜
令
（
③
）
を
さ
し
て
い
る
。
皇
統

譜
令
と
は
、
皇
統
譜
（
歴
代
の
天
皇
、
皇
后
、
そ
の
他
皇
族
の
戸
籍
に
相
当
す
る
記
録
）
の
形
式
や
管
理
方
法
を
定
め
る
皇
室
令
で
あ
る
。
帝

室
制
度
審
議
会
は
、
旧
帝
室
制
度
調
査
局
作
成
の
原
案
に
基
づ
く
本
法
案
の
審
議
を
、
大
正
六
年
中
（
一
九
一
七
）
に
ほ
ぼ
終
わ
ら
せ
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
、
大
正
一
三
年
四
月
の
審
議
再
開
ま
で
六
年
余
も
停
滞
し
て
し
ま
っ
た
。
鴎
外
の
御
用
掛
在
任
は
こ
の
停
滞
期
間
と
重
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な
る
。

　
停
滞
の
理
由
は
「
御
歴
代
の
代
数
を
確
定
す
る
必
要
が
あ
つ
た
」（
平
沼
騏
一
郎
・
前
出
）
た
め
で
あ
る
。
皇
統
譜
令
制
定
の
前
提
と
し

て
、
そ
も
そ
も
皇
統
譜
に
記
さ
れ
る
べ
き
日
本
の
歴
代
天
皇
と
は
誰
々
で
、
全
部
で
何
代
な
の
か
、
と
い
う
「
御
歴
代
数
」
が
「
確
定
」

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
公
式
見
解
が
ま
だ
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
歴
代
数
確
定
の
責
任

官
庁
は
宮
内
省
だ
が
、
そ
の
作
業
は
明
治
期
以
来
遷
延
し
て
い
た
。

　
帝
室
制
度
審
議
会
は
す
で
に
大
正
六
年
六
月
の
時
点
で
歴
代
数
確
定
の
必
要
を
認
識
し
、
そ
の
た
め
の
専
門
調
査
機
関
の
設
置
や
、
要

解
決
事
項
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
（
4
・
1
で
後
述
）
な
ど
、
具
体
的
な
解
決
策
を
構
想
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
実
際
に
伊
東
巳
代
治
が
専
門

調
査
機
関
の
設
置
を
宮
内
大
臣
に
建
言
し
た
の
は
、
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
五
月
二
七
日
の
こ
と
で
あ
る
。
宮
内
大
臣
牧
野
伸
顕
と

宮
内
省
は
し
か
し
、
こ
れ
に
慎
重
な
態
度
を
と
っ
た
。
大
正
一
一
年
七
月
、
伊
東
は
牧
野
に
辞
表
を
提
出
し
て
事
態
が
進
展
し
な
い
こ
と

に
抗
議
し
た
。

　
こ
の
間
、
鴎
外
日
記
に
は
大
正
一
〇
年
五
月
三
〇
日
の
条
に
「
伊
東
子
巳
代
治
延
予
於
園
亭
。
言
天
子
世
次
事
」、
一
〇
月
二
九
日
の

条
に
「
往
省
見
牧
野
宮
相
与
関
屋
次
官
。
言
六
国
史（（（
（

事
並
帝
室
世
次
事
」、
一
二
月
六
日
の
条
に
「
再
訪
〔
関
屋
次
官
〕
而
議
帝
世
事
」
と

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
大
正
一
〇
年
五
月
末
か
ら
年
末
に
か
け
、
伊
東
巳
代
治
、
宮
相
牧
野
伸
顕
、
宮
内
次
官
関
屋
貞
三
郎
と
、「
天
子
」

「
帝
室
」
の
「
世
次
」（
年
代
の
前
後
の
こ
と
。
つ
ま
り
「
御
歴
代
」
の
意
）
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
と
い
う
の
は
、
歴
代
数
確
定
問
題
と
専
門

調
査
機
関
─
─
後
の
臨
時
御
歴
代
史
実
考
査
委
員
会
─
─
の
設
置
を
め
ぐ
っ
て
の
こ
と
に
違
い
な
く
、
こ
の
件
へ
の
鴎
外
の
関
与
を
示
す
。

皇
統
譜
な
ら
び
に
皇
室
の
史
的
記
録
を
司
る
図
書
頭
、
ま
た
『
天
皇
皇
族
実
録
』
の
編
修
事
業
や
六
国
史
校
訂
事
業
を
指
揮
し
つ
つ
あ
っ

た
（
（（
（

鴎
外
で
あ
る
の
で
、
関
与
は
当
然
と
言
え
よ
う
。

　
伊
東
ら
帝
室
制
度
審
議
会
側
の
要
求
が
実
現
し
て
臨
時
御
歴
代
史
実
考
査
委
員
会
が
宮
内
省
に
設
置
さ
れ
た
の
は
、
関
東
大
震
災
後
の
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大
正
一
三
年
三
月
、
鴎
外
死
後
の
こ
と
で
あ
る
。
総
裁
伊
東
巳
代
治
の
下
、
倉
富
勇
三
郎
、
平
沼
騏
一
郎
、
岡
野
敬
次
郎
、
三
上
参
次
、

関
屋
貞
三
郎
、
二
上
兵
治
、
入
江
貫
一
、
三
浦
周
行
、
黒
板
勝
美
、
杉
栄
三
郎
、
辻
善
之
助
、
坪
井
九
馬
三
、
和
田
英
松
の
一
三
名
が
委

員
に
任
命
さ
れ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
帝
室
制
度
審
議
会
委
員
、
宮
内
官
、
歴
史
学
を
専
門
と
す
る
帝
国
大
学
教
授
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

後
任
の
図
書
頭
・
杉
栄
三
郎（（（
（

が
任
命
さ
れ
て
お
り
、
存
命
な
ら
鴎
外
が
委
員
に
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
本
委
員
会
は
宮
内
大
臣
か
ら

の
諮
問
事
項
を
受
け
て
こ
れ
を
考
査
し
、
大
正
一
四
年
一
一
月
ま
で
に
答
申
の
方
針
を
定
め
、
翌
一
五
年
一
〇
月
、
帝
室
制
度
審
議
会
と

と
も
に
役
目
を
終
え
て
廃
止
さ
れ
た
。

　
歴
代
数
を
め
ぐ
る
問
題
は
鴎
外
の
『
帝
謚
考
』
に
新
た
な
光
を
投
げ
か
け
る
。
ひ
き
続
き
次
章
で
論
じ
た
い
。

4
　
帝
室
制
度
審
議
会
を
通
し
て
見
る
鴎
外
晩
年
の
仕
事

4
・
1
　
歴
代
数
問
題
か
ら
見
る
『
帝
謚
考
』

　
臨
時
御
歴
代
史
実
考
査
委
員
会
が
宮
内
大
臣
か
ら
公
式
に
受
け
取
っ
た
諮
問
事
項（（（
（

は
、
左
記
の
主
要
事
項
三
点
（
1
～
3
）
お
よ
び
附

帯
事
項
八
点
（
イ
～
チ
）
だ
っ
た
。

（
1
）「
第
一
、
神
功
皇
后
ヲ
皇
代
ニ
列
ス
ヘ
キ
ヤ
否
」

（
2
）「
第
二
、
長
慶
天
皇
ヲ
皇
代
ニ
列
ス
ヘ
キ
ヤ
否
」

（
3
）「
第
三
、
宣
仁
門
院
、
中
和
門
院
、
及
明
子
女
王
ハ
其
ノ
取
扱
ヲ
皇
后
ト
同
一
ニ
ス
ヘ
キ
ヤ
否
」

（
イ
）「
一
、
皇
統
譜
中
、
太
古
ノ
神
系
ハ
之
ヲ
神
武
天
皇
ノ
前
ニ
特
書
ス
ヘ
キ
ヤ
否
」

（
ロ
）「
一
、
安
閑
天
皇
御
即
位
ノ
年
紀
ハ
辛
亥
、
甲
寅
何
レ
ニ
決
ス
ヘ
キ
カ
」
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（
ハ
）「
一
、
天
智
天
皇
、
持
統
天
皇
ノ
称
制
年
間
ハ
御
在
位
中
ト
見
ル
ヘ
キ
ヤ
否
」

（
ニ
）「
一
、
安
徳
天
皇
ノ
御
在
位
年
数
、
後
烏
﹇
マ
マ
﹈羽
院
天
皇
登
極
ノ
時
期
ハ
如
何
ニ
定
ム
ヘ
キ
カ
」

（
ホ
）「
一
、
後
小
松
院
天
皇
ノ
踐
祚
即
位
ハ
之
ヲ
皇
統
譜
ニ
掲
記
ス
ヘ
キ
ヤ
否
」

（
ヘ
）「
一
、
天
皇
御
追
号
中
ノ
院
字
ハ
之
ヲ
省
ク
ヘ
キ
ヤ
否
」

（
ト
）「
一
、
我
国
古
代
ニ
於
ケ
ル
皇
位
継
承
ノ
際
ノ
空
位
ハ
之
ヲ
如
何
ニ
取
扱
フ
ヘ
キ
カ
」

（
チ
）「
一
、
帝
、
后
、
及
皇
族
ノ
生
誕
、
崩
薨
ノ
日
時
ハ
事
実
ニ
依
ル
ヘ
キ
カ
、
又
発
表
ノ
日
時
ニ
依
ル
ヘ
キ
カ
、
或
ハ
之
ヲ
併
存
ス

ヘ
キ
カ
」

　
こ
れ
ら
諮
問
事
項
の
原
型
は
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
六
月
一
日
の
帝
室
制
度
審
議
会
で
、
皇
統
譜
令
案
審
議
の
た
め
に
配
布
さ
れ

た
機
密
資
料
に
遡
る
。「
皇
統
譜
令
実
施
ノ
際
、
之
ニ
登
録
ス
ヘ
キ
事
項
中
、
急
速
解
決
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ（（（
（

」
と
題
さ
れ
た
こ
の
資
料
は
、

表
紙
に
「
図
書
寮
調
」
と
あ
り
、
図
書
寮
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
（
当
時
の
図
書
頭
は
山
口
鋭
之
助
で
あ
る
）。
中
に
は
、
右
記
諮
問
事
項

の
2
、
3
、
お
よ
び
イ
～
チ
の
す
べ
て
と
重
な
る
内
容
が
要
解
決
事
項
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
諮
問
事
項
に
含
ま
れ
な

い
次
の
ⅰ
～
ⅵ
が
、
同
じ
く
要
解
決
事
項
と
し
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

（
ⅰ
）「
弘
文
天
皇
ヲ
皇
代
ニ
列
ス
ヘ
キ
ヤ
否
ヤ
」

（
ⅱ
）「
北
朝
五
帝
ハ
天
皇
ト
称
ス
ヘ
キ
ヤ
否
ヤ
、
且
其
ノ
踐
祚
即
位
等
ハ
如
何
取
扱
フ
ヘ
キ
カ
」

（
ⅲ
）「
北
朝
皇
族
、
后
妃
等
ノ
親
王
・
女
院
等
ノ
宣
下
ハ
依
用
ス
ヘ
キ
ヤ
否
ヤ
」

（
ⅳ
）「
歴
代
天
皇
、
並
后
妃
、
皇
族
ノ
御
名
ノ
訓
ミ
方
ヲ
定
ム
ル
件
」

（
ⅴ
）「
日
本
武
尊
御
墳
塋
称
号
ノ
件
」

（
ⅵ
）「
飯
豊
青
尊
御
称
号
ノ
件
、
並
御
墳
塋
称
号
ノ
件
」
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以
上
を
総
合
し
て
、
大
正
中
後
期
の
宮
内
省
に
お
い
て
、
1
～
3
、
イ
～
チ
、
ⅰ
～
ⅵ
が
皇
統
の
記
録
・
記
述
を
め
ぐ
る
問
題
点
と
認

識
さ
れ
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
た
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
北
朝
の
扱
い
と
い
う
（
ⅱ
ⅲ
）、
か
つ
て
南
北
朝

正
閏
問
題（（（
（

で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
急
所
と
な
っ
た
事
項
が
、
こ
こ
で
は
天
皇
・
皇
族
の
名
前
の
訓
み
方
を
示
す
（
ⅳ
）
等
の
い
わ
ば
実
用

レ
ベ
ル
の
問
題
と
同
列
に
、
淡
々
と
列
挙
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

　
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
の
南
北
朝
正
閏
問
題
の
際
、
時
の
桂
太
郎
内
閣
と
文
部
省
は
、
南
朝
正
統
論
を
普
通
教
育
に
お
け
る
公
認

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
認
定
し
、
小
学
校
の
国
定
歴
史
教
科
書
を
改
訂
し
て
、
北
朝
を
正
統
な
皇
統
と
認
め
な
い
記
述
に
書
き
換
え
た
。
南
朝

天
皇
に
は
「
天
皇
」
号
を
用
い
る
が
、
北
朝
天
皇
は
「
○
○
院
」
と
呼
ぶ
こ
の
教
科
書
は
大
正
期
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
た
が
、
右
の
要

解
決
事
項
リ
ス
ト
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
優
先
さ
せ
て
皇
統
記
述
を
加
工
す
る
文
部
省
の
行
き
方
に
、
宮
内
省
が
同
調
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
ⅱ
に
は
、「
宮
内
省
ニ
於
テ
ハ
〔
北
朝
五
帝
を
〕
天
皇
ト
称
シ
居
レ
ト
モ
、
国
定
教
科
書
等
ニ
ハ
唯
院
ト

称
ス
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
天
皇
ト
称
セ
ス
」
と
い
う
説
明
が
添
記
さ
れ
て
お
り
、
宮
内
省
と
文
部
省
の
差
異
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
宮
内
省
は
お
そ
ら
く
、
皇
統
の
問
題
を
宮
中
の
実
際
に
即
し
て
捉
え
て
い
る
。
実
際
と
は
、
南
朝
と
北
朝
が
現
に
血
縁
関
係
に
あ
る
こ

と
、
明
治
天
皇
・
大
正
天
皇
・
現
存
す
る
宮
家
の
す
べ
て
が
北
朝
系
統
で
あ
る
こ
と
、
南
北
朝
正
閏
問
題
が
起
き
る
以
前
も
以
後
も
宮
中

祭
祀
で
は
南
朝
と
北
朝
を
公
平
に
扱
っ
て
来
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
実
際
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て
加
工
す
る
選
択
を
宮
内
省

は
と
ら
な
い
。
大
正
一
五
年
公
布
の
皇
統
譜
令
も
、
北
朝
の
五
天
皇
（
光
厳
、
光
明
、
崇
光
、
後
光
厳
、
後
円
融
）
に
つ
い
て
「
別
ニ
簿
冊
ヲ

設
ケ
大
統
譜
ニ
準
シ
テ
之
ヲ
登
録
ス
ヘ
シ
」（
第
四
一
条
）
と
定
め
、
い
わ
ゆ
る
“
正
統
な
御
歴
代
”
に
準
じ
た
扱
い
を
用
意
し
た
。
ま
た

こ
れ
よ
り
早
く
、
大
正
九
年
に
鴎
外
の
指
揮
の
下
、
図
書
寮
で
開
始
さ
れ
た
『
天
皇
皇
族
実
録（（（
（

』
の
編
修
事
業
に
お
い
て
も
、
南
朝
と
同

様
に
北
朝
の
天
皇
・
皇
族
の
実
録
が
計
画
に
含
ま
れ
、
そ
の
通
り
実
施
さ
れ
た
。

　
鴎
外
の
『
帝
謚
考
』（
大
正
八
年
一
〇
月
脱
稿
、
大
正
一
〇
年
三
月
宮
内
省
図
書
寮
刊
）
は
、
こ
う
し
た
宮
内
省
の
姿
勢
、
な
ら
び
に
、
歴
代
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数
問
題
に
対
す
る
当
時
の
宮
内
省
の
認
識
─
─
前
掲
の
諸
項
目
を
要
解
決
事
項
と
し
て
認
識
し
、
た
だ
し
そ
れ
へ
の
対
応
方
針
は
ま
だ
未

定
─
─
を
反
映
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、『
帝
謚
考
』
は
い
わ
ゆ
る
“
正
統
な
御
歴
代
”
の
諡
号
だ
け
で
な
く
、
神
功
皇
后
（
1
）、
弘
文

天
皇
（
ⅰ
）、
長
慶
天
皇
（
2
）、
北
朝
の
五
天
皇
（
ⅱ
）
な
ど
、
皇
統
へ
の
位
置
づ
け
が
当
時
未
確
定
だ
っ
た
人
物
の
諡
号
を
も
取
り
上

げ
、
公
平
な
手
続
き
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
、
た
だ
し
そ
れ
ら
諡
号
を
見
出
し
に
掲
出
す
る
際
、
多
く
を
一
字
下
げ（（（
（

に
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
表
記
に
若
干
の
差
を
つ
け
つ
つ
も
、
内
容
面
で
は
同
等
に
扱
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
『
帝
謚
考
』
で
は
、「
後
小
松
院
」
の
よ

う
に
天
皇
名
に
し
ば
し
ば
「
院
」
字
を
入
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
院
」
字
の
加
除
に
つ
い
て
当
時
一
定
の
基
準
が
な
か
っ
た
こ
と

（
へ
）
の
反
映
で
あ
る
。

　「
図
書
頭
に
就
任
し
た
当
時
、
図
書
寮
で
は
帝
謚
考
を
編
輯
す
る
や
否
や
が
問
題
に
な
つ
て
ゐ
た
さ
う
で
あ
る
が
、
兄
〔
鴎
外
〕
は
就

任
後
直
ち
に
編
輯
す
る
事
に
決
定
し
た
。（
中
略
）
自
ら
筆
を
執
つ
て
僅
一
年
半
で
完
成
し
」
と
森
潤
三
郎（（（
（

が
伝
え
る
よ
う
に
、『
帝
謚

考
』
に
は
宮
内
省
図
書
寮
の
刊
行
物
と
い
う
公
的
性
格
と
、
鴎
外
個
人
の
著
述
と
い
う
私
的
性
格
と
が
同
居
し
て
い
る
。
宮
内
省
の
姿

勢
・
認
識
と
の
一
致
は
、
前
者
の
性
格
か
ら
来
る
当
然
の
結
果
と
言
え
よ
う
。

　
森
潤
三
郎
は
『
帝
謚
考
』
に
つ
い
て
、「
兄
は
斯
様
な
種
類
の
著
述
な
ら
ば
前
人
以
上
に
出
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
ひ
、「
帝
謚
考
は
よ

く
出
来
た
」
と
人
に
も
語
つ
て
ゐ
た
」
と
も
伝
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
前
人
」
の
業
績
を
凌
駕
せ
ん
と
す
る
鴎
外
の
学
者
と
し
て
の

意
欲
と
、
宮
内
省
官
人
と
し
て
の
任
務
と
が
、『
帝
謚
考
』
に
お
い
て
は
合
致
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、『
帝
謚
考
』
巻
末
の
稿
者
署
名

が
「
図
書
頭
森
林
太
郎
稾
」
で
あ
る
こ
と
は
象
徴
的
で
あ
る
。
私
的
営
為
に
属
す
る
学
問
的
真
摯
さ
と
そ
の
成
果
と
が
、
結
果
と
し
て
公

的
な
利
益
に
貢
献
す
る
。
そ
れ
が
将
来
の
「
帝
謚
」
選
考
時
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
な
り
、
過
去
の
先
例
典
故
を
広
く
精
確
に
踏
ま
え
た
、

「
不
調
べ
」
な
き
選
択
を
可
能
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。
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4
・
2
　
昭
憲
皇
太
后
称
号
問
題
と
「
不
調
べ
」
批
判

　
実
際
に
は
皇
室
に
関
わ
る
諸
制
度
が
「
不
調
べ
」
の
中
に
設
定
さ
れ
、
既
成
事
実
と
な
っ
て
い
く
さ
ま
を
鴎
外
は
目
撃
し
て
い
た
。
前

掲
一
三
八
三
番
書
簡
（
3
・
6
）
で
鴎
外
が
言
及
し
て
い
た
皇
室
喪
儀
令
案
中
の
「
不
調
べ
」
が
そ
の
一
つ
だ
が
、
以
下
に
取
り
上
げ
る

二
通
の
賀
古
鶴
所
あ
て
書
簡
で
も
同
様
の
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。
第
一
の
書
簡
は
前
掲
一
三
八
三
番
と
ひ
と
つ
づ
き
の
も
の
で
、
昭
憲
皇

太
后
称
号
問
題
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
称
号
問
題
の
経
過
と
鴎
外
の
関
与
を
見
て
お
き
た
い
。
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
秋
、
明
治
天
皇
と
昭
憲
皇
太
后
を
祀
る
明
治

神
宮
が
完
成
し
、
一
一
月
一
日
に
鎮
座
式
が
行
わ
れ
た
。
神
宮
造
営
の
告
示
は
早
く
大
正
四
年
五
月
に
内
務
省
か
ら
出
さ
れ
、
そ
の
当
時

か
ら
祭
神
の
称
号
は
「
明
治
天
皇
」「
昭
憲
皇
太
后

0

0

0

」
と
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
落
成
間
近
の
大
正
九
年
に
入
り
、「
昭
憲
皇
后

0

0

」
と
称

す
る
の
が
正
し
い
と
す
る
議
論
が
起
っ
た
。
そ
の
経
過
を
「
東
京
朝
日
新
聞
」
大
正
九
年
一
〇
月
二
七
日
記
事
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い

る
。

昭
憲
皇
太
后
の
御
称
号
に
就
て
は
、
予
て
篤
学
な
る
某
高
官
が
歴
史
的
研
究
を
基
礎
と
し
て
「
昭
憲
皇
后
と
称
し
奉
る
方
が
正
し

い
』
と
い
ふ
議
を
宮
内
大
臣
の
手
許
に
提
出
し
た
の
が
発
端
と
な
つ
て
、
当
局
間
の
問
題
と
な
り
、
御
神
体
な
る
御
神
鏡
に
御
称
号

を
刻
す
べ
き
関
係
も
あ
り
て
、
旁
本
月
中
旬
に
執
行
さ
れ
る
筈
で
あ
つ
た
新
殿
祭
も
廿
八
日
に
延
期
さ
れ
た
次
第
で
あ
る
と
伝
へ
ら

れ
る
、

〔
マ
マ
〕前
記
高
官
が
（
中
略
）
去
五
月
下
旬
自
己
が
日
頃
の
主
張
を
宮
相
に
致
す
や
宮
内
省
関
係
の
有
力
な
る
某
大
官
は
之
に
極
力

反
対
の
意
を
表
し
、
宮
内
当
局
も
明
治
神
宮
祭
神
に
関
し
て
は
、
既
に
大
正
四
年
五
月
一
日
附
官
報
号
外
を
以
て
内
務
省
よ
り
『
明

治
天
皇
、
昭
憲
皇
太
后
』
と
告
示
し
て
ゐ
る
の
で
、
今
更
如
何
と
も
す
る
能
は
ず
と
い
ふ
風
で
あ
つ
た
、
然
る
に
前
記
高
官
は
七
月

下
旬
更
に
第
二
の
論
文
を
宮
相
並
に
内
相
に
送
つ
た
が
其
頃
よ
り
宮
内
省
図
書
、
諸
陵
両
寮
及
び
式
部
職
中
に
は
同
氏
の
説
に
賛
意

を
表
明
す
る
者
も
出
で
、
尚
神
宮
奉
斎
会
、
皇
典
講
究
所
、
宮
司
有
志
、
東
大
文
法
学
部
の
教
授
等
之
に
賛
同
し
、
殊
に
京
大
文
学
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部
の
諸
教
授
の
如
き
は
連
名
し
て
賛
成
側
に
立
つ
に
至
つ
た
、
而
も
反
対
側
の
主
張
は
飽
迄
強
硬
な
の
で
、
前
記
高
官
は
九
月
下
旬

三
回
目
の
論
文
を
提
出
す
る
と
同
時
に
官
辺
の
識
者
を
説
き
、
一
条
宮
司
に
ま
で
も
力
説
慫
慂
し
た
が
、
鎮
座
祭
も
間
近
き
こ
と
と

て
、
中
村
宮
相
は
此
情
勢
を
見
て
甚
だ
し
く
苦
慮
し
て
居
る
と
、
最
近
元
老
間
の
耳
に
も
入
り
、
前
記
高
官
を
知
れ
る
一
元
老
が
一

切
を
引
受
け
、
今
二
十
七
日
ま
で
に
適
当
の
処
置
を
講
ず
る
こ
と
に
な
つ
て
、
問
題
は
一
先
落
着
し
た
次
第
で
あ
る

記
事
の
見
出
し
に
は
、「
学
者
側
は
「
皇
后
」
説
を
主
張
し
」「
有
力
大
官
等
は
「
皇
太
后
」
説
」、「
解
決
は
一
元
老
の
手
に
」
と
、
事
件

の
構
図
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。

　「
皇
后
」
説
を
主
張
し
て
祭
神
称
号
の
変
更
を
求
め
、
三
度
に
わ
た
り
宮
内
大
臣
等
に
意
見
し
、
ま
た
要
路
の
人
々
を
説
い
て
回
っ
た

「
某
高
官
」
と
は
、
約
一
ヶ
月
後
の
大
正
九
年
一
一
月
二
三
日
「
東
京
朝
日
新
聞
」
記
事
に
よ
れ
ば
、「
国
学
者
と
し
て
有
名
な
陸
軍
中
将

榊
原
昇
造
氏
」
で
あ
る
。
同
記
事
は
、「
こ
の
問
題
は
当
時
一
元
老
の
手
に
委
ね
ら
れ
先
月
〔
一
〇
月
〕
二
十
七
日
を
以
て
結
果
の
つ
く
筈

で
あ
つ
た
が
同
中
将
に
対
し
て
は
当
日
に
至
つ
て
も
何
の
挨
拶
も
な
く
、
依
然
皇
太
后
と
し
て
鎮
座
ま
し
ま
す
こ
と
と
な
つ
た
」
と
、
榊

原
の
運
動
が
無
駄
に
終
わ
っ
た
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。
こ
の
間
の
政
界
事
情
は
小
堀
桂
一
郎
の
論
文（（（
（

に
詳
し
い
。
榊
原
昇
造
は
、
韓
国
駐

剳
軍
参
謀
長
、
広
島
湾
要
塞
司
令
官
、
由
良
要
塞
司
令
官
な
ど
を
歴
任
、
大
正
元
年
に
陸
軍
中
将
と
な
っ
た
陸
軍
軍
人
で
、
大
正
三
年
に

予
備
役
に
編
入
さ
れ
て
い
た
。
国
学
を
修
め
て
敬
神
尊
皇
の
念
篤
く
、「
変
り
者
」
と
評
判
さ
れ
た
ほ
ど
の
熱
心
家（（（
（

だ
っ
た
よ
う
だ
。

　
鴎
外
日
記
に
は
、
大
正
九
年
六
月
二
五
日
の
条
に
「
参
省
議
昭
憲
謚
号
事
」、
こ
れ
に
先
立
つ
六
月
七
日
の
条
に
「
石
原
次
官
咨
可
允

称
昭
憲
皇
后
否
。
予
告
以
可
允
」
と
あ
る
。
五
月
下
旬
の
榊
原
の
最
初
の
建
議
を
承
け
て
の
こ
と
だ
ろ
う
、
六
月
に
宮
内
省
で
こ
の
問
題

が
議
論
さ
れ
た
こ
と
、
鴎
外
自
身
も
石
原
健
三
宮
内
次
官
か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ
、「
昭
憲
皇
后
」
と
称
す
る
こ
と
を
認
め
て
よ
い
（「
可

允
」）
と
答
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
同
年
九
月
一
五
日
の
条
に
は
「
榊
原
昇
造
来
言
英
照
昭
憲
両
皇
太
后
追
号
事
」
と
あ
る
。
榊

原
が
運
動
の
一
環
と
し
て
、
同
じ
陸
軍
出
身
で
、
宮
内
省
図
書
頭
で
あ
る
鴎
外
を
訪
問
し
、
働
き
か
け
た
も
の
だ
ろ
う
。
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先
の
新
聞
記
事
に
、「
前
記
高
官
を
知
れ
る
一
元
老
」
が
事
件
の
処
置
一
切
を
引
受
け
た
と
あ
る
の
は
、
陸
軍
と
宮
内
省
に
人
脈
を
有

す
る
山
県
有
朋
を
さ
す
と
考
え
ら
れ
る
。
賀
古
鶴
所
に
あ
て
た
次
の
鴎
外
書
簡
は
、「
老
公
」
こ
と
山
県
有
朋
（
鴎
外
・
賀
古
間
で
は
山
県

が
し
ば
し
ば
こ
う
称
さ
れ
る
）
が
、
祭
神
の
称
号
を
「
昭
憲
皇
后
」
に
変
更
す
る
べ
く
、
枢
密
院
書
記
官
長
二
上
兵
治
を
派
遣
し
て
内
務
大

臣
床
次
竹
二
郎
に
働
き
か
け
た
こ
と
、
だ
が
床
次
は
聞
か
ず
、
帝
室
制
度
審
議
会
と
伊
東
巳
代
治
の
妨
害（（（
（

が
あ
っ
て
実
現
し
な
か
っ
た
こ

と
を
伝
え
て
い
る
。

同
月
十
一
日
老
公
の
御
耳
ニ
入
る
、
議
ハ
既
ニ
決
し
あ
り
、
皇
太
后
ハ
皇
后
ニ
改
む
可
く
二
上
枢
密
書
記
長
を
以
て
当
務
者
た
る
床

並〔
マ
マ
〕内

務
を
説
き
つ
ゝ
あ
り
、
実
ハ
御
鏡
ニ
御
名
ヲ
刻
む
可
く
事
ハ
切
迫
し
あ
る
也
（
中
略
）

床
並
〔
マ
マ
〕等

我
ヲ
張
り
て
遂
に
聞
か
れ
す

但
シ
此
議
ハ
帝
室
制
度
審
議
会
（
伊
藤

〔
マ
マ
〕巳
代
治
）
ニ
妨
ゲ
ラ
レ
遂
ニ
成
立
セ
ザ
リ
キ�

（〔
大
正
九
年
一
〇
月
カ
〕
書
簡
番
号
一
三
八
六
）

右
の
書
簡
は
「
大
正
九
年
六
月
、
日
不
詳
」
と
し
て
全
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
前
出
の
小
堀
桂
一
郎
は
、「
御
鏡
ニ
御
名
ヲ
刻
む
」

時
期
が
迫
っ
て
い
る
と
の
記
述
や
、
原
敬
の
日
記
等
か
ら
、
大
正
九
年
一
〇
月
の
書
簡
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
し
て
お
り
、
本
稿

も
こ
れ
に
従
う
。

　
さ
て
、
見
て
き
た
よ
う
に
鴎
外
は
榊
原
の
「
皇
后
」
説
に
賛
成
だ
っ
た
。
そ
の
理
由
を
述
べ
た
次
の
書
簡
が
、
本
稿
が
注
目
す
る
第
一

の
書
簡
で
あ
る
。

拝
啓
昭
憲
皇
太
后
問
題
ハ

一
、
昭
憲
ト
其
前
ノ
英
照
ト
ガ
吾
国
ニ
先
例
ナ
キ
支
那
風
ノ
謚
ヲ
ナ
シ
シ
ニ
テ
、
之
ヲ
為
シ
タ
ル
ガ
十
分
考
ヘ
テ
ノ
上
ノ
コ
ト
ニ
ア

ラ
ズ
。
極
言
ス
レ
バ
軽
率
ナ
リ
シ
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
。（
中
略
）

二
、
昭
憲
ノ
下
ニ
皇
太
后
ト
云
フ
ハ
、
我
国
ニ
ハ
故
実
ナ
キ
コ
ト
ナ
リ
。
支
那
ハ
奈
何
ト
イ
フ
ニ
、
漢
以
来
、
皇
太
后
ニ
セ
ヨ
、
太



130

大塚美保

皇
太
后
ニ
セ
ヨ
、
喪
ガ
畢
ツ
テ
廟
（
我
国
ナ
ラ

皇
霊
殿

）
ニ
祭
リ
込
ム
（
礼
ニ
此
祭
ヲ

ト
云
　
　
）
以
上
ハ
必
ズ
皇
后
ト
称
ス
。「
廟
ニ
入
リ
テ
ハ
皇
后
ト

イ
フ
」
ト
ハ
諺
ノ
如
ク
ニ
ナ
リ
居
ル
コ
ト
ナ
リ
。
此
程
ノ
コ
ト
モ
シ
ラ
ベ
ズ
ナ
シ
タ
ル
サ
カ
シ
ラ
ナ
リ
。

枢
密
院
ニ
テ
ハ
「
皇
太
后
ヲ
皇
太
后
ト
セ
シ
ハ
誤
ニ
ア
ラ
ズ
。
誤
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ユ
ヱ
直
ス
筈
ハ
ナ
シ
」
ト
法
律
的
ニ
論
ズ
ル
由
ナ

リ
。（
中
略
）
コ
レ
ハ
「
廟
ニ
入
リ
テ
ハ
」
ト
云
フ
故
事
ヲ
知
ラ
ヌ
故
ノ
コ
ト
ナ
リ
。

殊
ニ
神
宮
ノ
祭
神
ヲ
皇
太
后
ト
云
フ
ニ
至
テ
ハ
、
不
体
裁
此
上
モ
ナ
キ
コ
ト
ニ
テ
、
榊
原
ノ
申
ス
通
ナ
リ
。

�

（
大
正
九
年
推
定
六
月
〔
一
〇
月
カ
〕
八
日
、
賀
古
鶴
所
宛
書
簡
　
書
簡
番
号
一
三
八
三
）

　「
拝
啓
昭
憲
皇
太
后
問
題
ハ
」
と
い
う
書
き
出
し
か
ら
、
こ
の
件
に
つ
い
て
賀
古
か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ
、
答
え
た
も
の
と
わ
か
る
。

文
中
に
「
榊
原
」
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
榊
原
昇
造
が
鴎
外
を
訪
問
し
た
の
は
九
月
一
五
日
。
前
掲
一
三
八
六

番
書
簡
が
一
〇
月
の
も
の
だ
と
す
る
と
、
鴎
外
の
周
辺
で
は
九
月
後
半
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
称
号
変
更
を
め
ぐ
る
具
体
的
な
動
き
が
起

き
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
一
三
八
三
番
書
簡
も
、「
推
定
、
六
月
八
日
」
と
す
る
全
集
の
日
付
は
誤
り
で
、
鴎
外
が
手
紙
の
結
び
に

「
八
日   

森
林
太
郎   

賀
古
学
兄
」
と
日
の
み
記
し
て
い
る
の
は
、
六
月
で
は
な
く
一
〇
月
八
日
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
前
出
の
小
堀

も
「
十
月
で
は
な
い
か
と
い
ふ
疑
を
捨
て
き
れ
な
い
」
と
し
て
い
る
。

　
右
の
書
簡
で
鴎
外
は
、「
昭
憲
」「
英
照
」
と
い
っ
た
漢
風
諡
号
を
皇
后
に
お
く
っ
た
の
は
我
国
の
古
例
に
外
れ
た
こ
と
で
、
ま
た
熟
慮

の
結
果
で
も
な
い
、「
軽
率
」
な
命
名
と
評
し
て
い
る
。「
昭
憲
」
に
「
皇
太
后
」
を
重
ね
る
諡
号
も
ま
た
、
日
本
・
中
国
い
ず
れ
の
先
例

典
故
に
照
ら
し
て
も
不
適
切
と
し
て
い
る
。「
此
程
ノ
コ
ト
モ
シ
ラ
ベ
ズ
」
と
、
先
例
典
故
の
調
査
不
足
を
難
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
後
に
前
掲
の
、
皇
室
喪
儀
令
案
の
「
不
調
べ
」
を
指
摘
し
、
専
門
家
の
学
問
成
果
を
皇
室
制
度
の
構
築
に
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
が
な
い

こ
と
を
問
題
視
す
る
文
脈
が
続
く
。

　
一
三
八
三
番
書
簡
に
お
け
る
一
連
の
「
不
調
べ
」
批
判
は
、
前
年
ま
で
に
『
帝
謚
考
』
を
自
ら
書
き
上
げ
、
か
つ
こ
の
年
図
書
寮
に
お
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い
て
『
天
皇
皇
族
実
録
』（
歴
代
皇
后
の
お
く
り
名
を
記
載
し
て
い
る
）
の
編
修
に
着
手
し
た
、
経
験
と
自
信
に
裏
付
け
ら
れ
た
意
見
と
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
当
局
者
に
皇
后
の
お
く
り
名
に
関
す
る
基
礎
資
料
の
必
要
性
の
認
識
と
、
参
照
し
よ
う
と
す
る
意
思
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、

「
不
体
裁
」
な
称
号
問
題
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
、
と
の
批
判
意
識
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

4
・
3
『
元
号
考
』
と
「
不
調
べ
」
批
判

　
右
の
書
簡
を
書
い
た
大
正
九
年
六
月
、
も
し
く
は
一
〇
月
の
時
点
で
、
鴎
外
は
す
で
に
『
元
号
考
』
に
着
手
し
て
い
た
（
次
の
引
用
参

照
）。
鴎
外
の
死
に
よ
り
未
完
成
に
終
わ
っ
た
も
の
の
、
日
本
の
過
去
の
全
元
号
と
、
採
用
は
さ
れ
な
か
っ
た
が
選
考
候
補
と
な
っ
た
元

号
案
を
網
羅
的
に
取
り
上
げ
、
一
々
の
典
拠
を
考
証
し
た
著
述
で
あ
る
。
鴎
外
は
「
中
外
元
号
考
」
と
称
し
て
い
る
の
で
（
大
正
一
一
年

五
月
二
六
日
、
賀
古
鶴
所
宛
書
簡
）、
計
画
で
は
日
本
だ
け
で
な
く
、
中
国
は
じ
め
ア
ジ
ア
諸
地
域
の
元
号
を
も
網
羅
す
る
予
定
だ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

　『
元
号
考
』
の
こ
う
し
た
性
格
に
、
私
た
ち
は
『
帝
謚
考
』
に
見
た
の
と
同
様
の
役
割
、
す
な
わ
ち
、
来
る
べ
き
新
元
号
選
考
の
際
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
な
り
、「
不
調
べ
」
を
未
然
に
防
ぐ
役
割
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
次
に
取
り
上
げ
る
第
二
の
賀
古
鶴
所
あ
て
書

簡
に
は
、
元
号
選
定
に
際
し
て
の
先
例
・
故
実
の
調
査
不
足
を
警
戒
す
る
鴎
外
が
見
て
取
れ
る
。

謚
ノ
コ
ト
ガ
済
ン
デ
（
印
刷
ハ
マ
ダ
許
サ
レ
ズ
）
年
号
ニ
ト
リ
カ
ヽ
リ
候
。
明
治
ハ
支
那
ノ
大
理
ト
云
フ
国
ノ
年
号
ニ
ア
リ
。
尤
コ

レ
ハ
一
作
二

明
統
一

ト
ア
ル
ユ
エ
、
明
治
デ
ハ
ナ
カ
ツ
タ
カ
モ
知
レ
ズ
。
大
正
ハ
安
南
人
ノ
立
テ
タ
越
ト
イ
フ
国
ノ
年
号
ニ
ア
リ
。
又

何
モ
御
幣
ヲ
カ
ツ
グ
ニ
ハ
及
バ
ネ
ド
、
支
那
ニ
テ
ハ
大
イ
ニ
正
ノ
字
ノ
年
号
ヲ
嫌
候
。「
一ニ

シ
テ而
止
ル」
ト
申
候
。
正
ノ
字
ヲ
ツ
ケ
滅
ビ

タ
例
ヲ
一
々
挙
ゲ
テ
居
候
。
不
調
ベ
ノ
至
ト
存
候
。�

（
大
正
九
年
四
月
二
八
日
、
賀
古
鶴
所
宛
書
簡
）

こ
こ
で
鴎
外
が
「
不
調
ベ
ノ
至
」
と
特
に
難
じ
て
い
る
の
は
「
大
正
」
の
年
号
で
あ
る
。
中
国
で
嫌
厭
さ
れ
て
い
る
「
正
」
字
を
こ
と
さ



132

大塚美保

ら
選
ば
な
く
て
も
よ
か
っ
た
は
ず
だ
、
と
の
指
摘
で
あ
る
。

　「
正
」
字
を
含
む
年
号
を
不
祥
と
見
る
説
は
、
新
井
白
石
『
折
た
く
柴
の
記（（（
（

』、
天
野
信
景
『
塩
尻（（（
（

』
な
ど
近
世
随
筆
類
に
も
見
え
る
。

白
石
は
こ
れ
を
妄
説
と
斥
け
て
い
る
が
、
天
野
は
「
或
人
」
の
言
と
し
て
、
日
本
で
も
「
正
」
字
を
含
む
年
号
の
世
に
は
凶
事
が
多
い
と

い
う
見
方
を
紹
介
し
て
い
る
。
鴎
外
が
参
照
し
た
「
支
那
」
の
文
献
が
何
で
あ
る
か
特
定
で
き
な
い
が
、
天
野
が
引
用
元
と
し
て
名
を
挙

げ
て
い
る
「
謝
肇

」
が
そ
れ
か
も
し
れ
な
い
。
明
の
謝
肇

の
著
述
の
一
つ
で
、
近
世
日
本
で
受
容
さ
れ
た
『
五
雑
組
』
の
巻
一
五
・

事
部
三
に
は
年
号
に
つ
い
て
述
べ
た
一
節
が
あ
り
、
梁
の
年
号
「
正
平
」「
天
正
」、
元
の
「
至
正
」、
明
の
武
宗
の
「
正
徳
」
を
挙
げ
て
、

「
古
え
よ
り
正
の
字
を
年
号
に
つ
け
た
も
の
は
、
多
く
は
利
が
な
い
」「
正
の
文
字
た
る
「
一
に
し
て
止
ま
る
」
で
あ
る（（（
（

」
と
し
て
い
る
。

　『
元
号
考
』
は
最
晩
年
の
鴎
外
が
病
を
押
し
て
、
執
念
と
呼
ぶ
の
が
ふ
さ
わ
し
い
ほ
ど
の
熱
意
を
注
い
だ
著
述
で
あ
る
。
死
の
一
ヶ
月

半
前
の
賀
古
鶴
所
あ
て
書
簡
で
、
鴎
外
は
『
元
号
考
』
を
「
僕
ノ
目
下
ヤ
ツ
テ
ヰ
ル
最
大
著
述
」
と
呼
び
、「
コ
レ
ヲ
ヤ
メ
テ
一
年
長
ク

呼
吸
シ
テ
ヰ
ル
ト
、
ヤ
メ
ズ
ニ
一
年
早
ク
此
世
ヲ
オ
イ
ト
マ
申
ス
ト
、
ド
ツ
チ
ガ
イ
イ
カ
考
物
デ
ア
ル
。
又
僕
ノ
命
ガ
著
述
気
分
ヲ
ス
テ

テ
延
ビ
ル
カ
ド
ウ
カ
疑
問
デ
ア
ル
。
コ
コ
ニ
ド
ン
ナ
名
医
ニ
モ
見
テ
モ
ラ
ハ
ナ
イ
ト
云
結
論
ガ
生
ズ
ル
」（
大
正
一
一
年
五
月
二
六
日
、
賀
古

宛
書
簡
）
と
、
医
薬
療
養
よ
り
も
『
元
号
考
』
執
筆
を
優
先
す
る
意
思
を
示
し
た
。
こ
こ
に
も
先
に
『
帝
謚
考
』
に
見
た
の
と
同
種
の
、

学
問
・
研
究
に
対
す
る
熱
誠
が
宮
内
省
官
人
と
し
て
の
任
務
と
合
致
す
る
、
あ
る
意
味
幸
福
な
契
合
が
見
て
取
れ
る
。

5
　
社
会
政
策
研
究
に
見
る
維
持
と
変
革
─
結
び
に
か
え
て
─

5
・
1
　
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
時
代
の
山
県
有
朋
周
辺

　
こ
こ
ま
で
、
皇
室
に
関
わ
る
諸
制
度
の
構
築
に
際
し
て
、
日
本
・
中
国
の
先
例
典
故
を
広
く
精
確
に
踏
ま
え
る
べ
き
だ
と
考
え
る
鴎
外
、
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ま
た
、
そ
う
し
た
先
例
典
故
を
明
ら
か
に
す
る
学
問
・
研
究
と
の
連
携
を
重
視
す
る
鴎
外
を
見
て
来
た
。『
帝
謚
考
』『
元
号
考
』
に
お
い

て
、
学
者
に
し
て
宮
内
省
官
人
と
い
う
鴎
外
晩
年
の
二
つ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
合
致
を
見
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。
た
だ
し
以
上

を
通
じ
て
、
鴎
外
が
学
問
か
ら
自
律
性
を
奪
っ
て
国
家
に
奉
仕
さ
せ
よ
う
と
し
た
、
あ
る
い
は
過
去
の
制
度
の
ひ
た
す
ら
な
保
存
に
固
執

し
た
、
と
言
い
た
い
の
で
は
な
い
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
『
元
号
考
』
に
か
け
る
鴎
外
の
熱
意
は
、
権
威
あ
る
他
の
何
者
か
に
対
す
る
奉

仕
と
い
う
よ
り
、
そ
れ
自
体
を
目
的
と
す
る
個
人
の
執
念
を
前
面
に
押
し
出
し
た
も
の
だ
っ
た
。
晩
年
の
鴎
外
が
、
過
去
あ
る
い
は
既
存

の
制
度
の
単
な
る
保
守
を
志
向
す
る
心
性
の
持
主
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
本
稿
冒
頭
で
も
触
れ
た
、
社
会
政
策
を
テ
ー
マ
と
す
る
一
連
の

賀
古
鶴
所
あ
て
書
簡
に
明
ら
か
で
あ
る
。
最
後
に
こ
の
書
簡
群
を
取
り
上
げ
、
皇
室
と
国
家
を
め
ぐ
る
鴎
外
晩
年
の
思
考
を
追
い
た
い
。

　
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）、
ロ
シ
ア
革
命
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
府
の
成
立
。
翌
大
正
七
年
、
ド
イ
ツ
革
命
と
ド
イ
ツ
皇
帝
の
退
位
、
ま
た
オ

ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
皇
帝
の
退
位
。
同
年
、
国
内
に
お
け
る
米
価
高
騰
と
米
騒
動
の
広
域
波
及
。
翌
大
正
八
年
、
普
通
選
挙
運
動

の
興
隆
と
政
党
内
閣
要
求
の
声
。
こ
う
し
た
第
一
次
大
戦
後
の
、
君
主
制
の
衰
退
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
高
揚
、
と
く
に
労
働
者
階
級
の
勢

力
勃
興
と
い
う
内
外
情
勢
を
前
に
、
日
本
の
為
政
者
も
対
処
を
迫
ら
れ
て
い
た
。
皇
室
が
資
本
家
階
級
の
代
表
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
を
危

惧
し
た
原
内
閣
と
宮
内
省
は
、
民
衆
に
支
持
さ
れ
得
る
皇
室
の
あ
り
方
を
模
索
し
、
た
と
え
ば
皇
室
が
保
有
す
る
株
券
の
開
放
を
検
討
し

た
り
（
鴎
外
も
大
正
九
年
二
月
一
七
日
の
賀
古
鶴
所
宛
書
簡
で
こ
の
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
）、
御
料
地
の
払
い
下
げ
や
売
却
を
実
施
し
た
。
帝
室

博
物
館
総
長
と
し
て
鴎
外
が
管
理
す
る
上
野
公
園
・
上
野
動
物
園
、
京
都
帝
室
博
物
館
も
そ
の
処
分
方
法
が
検
討
さ
れ
（
大
正
九
年
二
月

一
六
日
・
二
一
日
の
賀
古
鶴
所
宛
書
簡
で
鴎
外
が
言
及
し
て
い
る
）、
最
終
的
に
は
大
正
一
三
年
二
月
、
皇
太
子
（
後
の
昭
和
天
皇
）
成
婚
記
念
と

し
て
、
東
京
市
と
京
都
市
に
そ
れ
ぞ
れ
下
賜
さ
れ
た
。

　
皇
室
の
帰
趨
は
す
な
わ
ち
、
皇
室
を
シ
ス
テ
ム
の
中
核
部
に
組
み
込
む
形
で
構
築
さ
れ
て
来
た
近
代
日
本
の
国
家
体
制
の
帰
趨
で
も
あ

る
。
国
家
と
皇
室
の
前
途
を
左
右
す
る
不
安
定
要
因
に
い
か
に
対
応
す
る
か
、
老
齢
な
が
ら
な
お
政
官
界
に
強
い
影
響
力
を
保
持
し
て
い
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た
山
県
有
朋（（（
（

も
、
当
時
こ
の
課
題
に
傾
注
し
て
い
た
。『
公
爵
山
県
有
朋
伝（（（
（

』
に
よ
る
と
、「
大
正
七
年
の
交
、
公
〔
山
県
〕
は
学
者
、
教

育
家
、
其
他
の
、
有
識
者
と
謀
り
、
軍
事
、
外
交
、
経
済
、
教
育
、
並
に
社
会
問
題
を
研
究
す
る
の
目
的
を
以
て
、
研
究
会
を
組
織
し
、

『
談
話
会
』
と
称
し
た
」。「
談
話
会
」
の
趣
意
書
に
は
、
取
り
組
む
べ
き
時
代
の
最
重
要
課
題
と
し
て
、「
階
級
制
度
廃
れ
て
社
会
其
の
中

堅
を
失
ひ
、
営
業
の
自
由
行
は
れ
て
、
貧
富
の
懸
隔
甚
だ
し
く
」
と
、
階
級
問
題
と
貧
富
格
差
の
拡
大
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
山

県
は
ま
た
、「
我
が
国
民
が
物
価
騰
貴
、
生
活
困
迫
を
告
げ
、
社
会
問
題
と
為
ら
ん
と
す
る
を
憂
ひ
」、「
物
価
調
節
」
策
を
研
究
し
、
そ

の
成
果
で
あ
る
意
見
書
「
通
貨
収
縮
策
」
を
大
正
八
年
八
月
、
原
首
相
と
大
蔵
大
臣
高
橋
是
清
に
提
出
し
た
。

　
山
県
有
朋
関
係
文
書（（（
（

に
よ
る
と
、
山
県
の
腹
心
の
一
人
の
平
田
東
助
は
、
こ
の
「
通
貨
収
縮
策
」
に
対
す
る
意
見
を
山
県
か
ら
求
め
ら

れ
て
回
答
（
大
正
八
年
八
月
一
四
日
、
山
県
有
朋
宛
平
田
東
助
書
簡
）。
さ
ら
に
山
県
か
ら
「
租
税
制
」
に
関
す
る
意
見
を
求
め
ら
れ
て
回
答
書

を
送
り
、
添
付
の
書
簡
に
、「
我
か
国
之
税
法
は
最
早
現
時
之
経
済
上
之
推
運
に
適
せ
さ
る
の
み
な
ら
す
、
徒
に
煩
鎖

〔
マ
マ
〕に
流
れ
、
民
情
に

合
せ
す
、
殊
に
其
公
平
を
欠
く
（
中
略
）
之
か
改
正
を
促
す
は
急
務
と
被
存
候
」（
大
正
八
年
八
月
一
九
日
、
山
県
有
朋
宛
平
田
東
助
書
簡
）
と

し
た
た
め
た
。
税
制
改
革
を
通
じ
た
社
会
的
「
公
平
」
性
の
実
現
が
課
題
と
さ
れ
て
い
る
の
が
目
を
引
く
。

　
学
者
や
政
官
界
人
を
ブ
レ
イ
ン
と
し
て
活
用
し
、
彼
ら
の
提
言
を
吸
収
し
な
が
ら
の
政
策
立
案
は
山
県
の
常
套
手
法
で
あ
る
が
、
大
正

七
～
八
年
は
殊
に
そ
れ
に
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
こ
で
の
意
図
は
右
の
よ
う
に
、
立
法
・
行
政
を
通
じ
て
既
成
制
度

の
改
革
や
社
会
問
題
の
改
善
を
実
施
す
る
こ
と
、
そ
れ
に
よ
り
階
級
闘
争
の
激
化
や
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
勢
力
の
高
揚
を
抑
制
し
、
現
行
の
国

家
体
制
が
ロ
シ
ア
革
命
の
よ
う
な
形
で
大
規
模
に
破
壊
さ
れ
る
の
を
防
止
す
る
こ
と
、
に
あ
っ
た
。

　
山
県
周
辺
の
こ
う
し
た
動
き
に
注
目
し
た
の
は
、
以
下
に
見
る
鴎
外
・
賀
古
の
協
働
に
か
か
る
社
会
政
策
案
が
、
こ
れ
と
基
本
線
を
共

有
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
案
が
山
県
へ
の
提
出
を
予
定
し
て
準
備
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
こ
の
案
を
「
安
伴
君
ニ
持
ツ
テ
行

ク
マ
デ
ニ
ハ
マ
ダ
〳
〵
練
ラ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
ト
相
考
候
」（
大
正
九
年
一
月
五
日
、
賀
古
鶴
所
宛
書
簡
）
と
鴎
外
が
記
し
て
い
る
こ
と
も
証
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左
と
な
る
。「
安
伴
」
と
は
安
広
伴
一
郎
の
略
。
山
県
の
義
理
の
弟
で
長
年
の
側
近
で
あ
る
。
ま
た
、
賀
古
鶴
所
自
身
も
「
山
県
公
の
下

に
（
中
略
）
か
な
り
重
要
な
動
き
を
し
て
ゐ
た
」（
賀
古
明（

（（
（

）、「
山
県
公
が
賀
古
さ
ん
を
信
頼
し
た
こ
と
は
え
ら
い
も
の
で
（
中
略
）
国
事

上
の
相
談
も
受
け
た
し
、
自
分
か
ら
献
策
も
し
て
ゐ
た
と
思
ひ
ま
す
」（
中
川
恭
次
郎（

（（
（

）
と
い
う
位
置
に
あ
っ
た
。

5
・
2
　
鴎
外
の
社
会
政
策
に
見
る
国
家
と
皇
室

　
鴎
外
が
「
社
会
政
策
」
な
い
し
「
社
会
問
題
」
と
呼
ぶ
テ
ー
マ
に
言
及
し
た
賀
古
あ
て
書
簡
は
、
大
正
八
年
一
二
月
二
四
日
か
ら
大
正

九
年
四
月
二
八
日
ま
で
、
全
集
の
書
簡
番
号
一
三
四
四
、
一
三
五
二
、
一
三
五
四
、
一
三
五
五
、
一
三
五
六
、
一
三
五
七
、
一
三
五
九
、

一
三
六
一
、
一
三
六
三
、
一
三
六
四
、
一
三
六
五
、
一
三
六
六
、
一
三
七
〇
、
一
三
七
一
、
一
三
七
九
、
で
あ
る
（
以
下
、
引
用
の
際
は
書

簡
番
号
の
み
を
記
す
）。
こ
れ
ら
を
見
る
限
り
、
鴎
外
の
「
社
会
政
策
」
は
形
あ
る
具
体
的
な
構
想
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
書
簡
と
別

に
成
案
が
作
ら
れ
た
の
か
ど
う
か
、
実
際
に
山
県
に
提
出
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
も
不
明
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
間
か
ら
鴎
外
の
思
考

の
方
向
性
を
た
ど
る
こ
と
は
で
き
る
。

　
一
連
の
書
簡
の
最
初
の
一
通
に
お
い
て
、
鴎
外
は
賀
古
に
、
自
ら
が
模
索
す
る
新
た
な
社
会
体
制
を
こ
う
説
明
し
て
い
る
。

名
ヲ
ツ
ク
レ
バ
「
国
体
ニ
順
応
シ
タ
ル
集
産
主
義
」（Collectivism

us

ナ
リ
即
チ
共
産
主

義Com
m

unism
us

ノ
反
対
ナ
リ

）
ト
デ
モ
謂
フ
ベ
キ
カ
。
又
「
国
家
社
会
主
義
」

（
国
家
ガ
生
産
ノ
調

節
ヲ
ス
ル
ユ
ヱ
ニ
）
ト
云
フ
モ
ノ
ニ
近
ケ
レ
ド
、
世
間
ニ
唱
ヘ
居
ル
ハ
同
盟
罷
工
ヤ
群
衆
ノ
示
威
運
動
ニ
テ
成
功
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ユ

ヱ
、
全
ク
別
ニ
有
之
候
。�

（
書
簡
番
号
一
三
四
四
）

右
の
ご
と
く
、「
国
体
ニ
順
応
シ
タ
ル
集
産
主
義
」
の
下
に
は
割
注
で
、「Collectivism

us

ナ
リ
。
即
チ
共
産
主
義Com

m
unism

us

ノ
反
対
ナ
リ
」
と
の
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
「
国
家
社
会
主
義
」
に
は
「
国
家
ガ
生
産
ノ
調
節
ヲ
ス
ル
ユ
ヱ
ニ
」
と
い
う
割
注

が
付
さ
れ
て
い
る
。
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一
連
の
書
簡
の
最
後
の
一
通
で
は
、
枢
密
顧
問
官
の
一
木
喜
徳
郎
に
「
社
会
問
題
」
に
関
す
る
意
見
を
訊
い
た
際
の
や
り
と
り
が
こ
う

記
さ
れ
て
い
る
。

小
生
云
、
政
府
ノ
経
済
ハ
、
国
庫
ヲ
富
マ
ス
コ
ト
ノ
ミ
考
ヘ
ズ
ニ
、
富
ノ
分
配
ヲ
謀
ル
コ
ト
必
要
ナ
ル
ベ
シ
。
現
制
（
立
憲
政
体
）

ニ
テ
其
働
キ
ハ
出
来
ヌ
モ
ノ
カ
。
一
木
云
、
勿
論
出
来
ヌ
筈
ナ
シ
。
税
法
ハ
固
ヨ
リ
、
万
事
其
考
ニ
テ
ヤ
レ
バ
、
可
ナ
リ
成
功
出
来

ル
ト
思
フ
云
〻�

（
書
簡
番
号
一
三
七
九
）

　
右
の
二
通
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
第
一
に
、
鴎
外
が
自
ら
の
意
図
す
る
社
会
体
制
を
「
共
産
主
義
」
の
対
極
に
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
。

そ
の
場
合
の
「
共
産
主
義
」
と
は
、「
同
盟
罷
工
」「
示
威
運
動
」
な
ど
「
群
衆
」
が
主
体
と
な
っ
た
政
治
運
動
の
結
果
と
し
て
、「
現
制
」

を
破
壊
し
て
樹
て
ら
れ
る
新
た
な
別
の
体
制
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
つ
ま
り
、
現
体
制
の
転
覆
（
革
命
）
を
推
進
す
る
力
で
あ
っ
て
、

抑
制
す
べ
き
対
象
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
鴎
外
は
、「
現
制
」
の
「
国
家
」
が
自
ら
そ
の
主
体
と
な
っ
て
、

進
ん
で
「
富
の
分
配
」
や
「
生
産
の
調
節
」
を
行
う
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
労
働
者
階
級
や
「
共
産
主
義
」
が
求
め
る
社
会
に
近
い
社
会

が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。
い
わ
ば
、
現
行
国
家
が
自
ら
を
社
会
主
義
的
に
改
革
す
る
こ
と
、
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　
右
の
第
一
と
関
係
の
深
い
抜
粋
を
次
に
挙
げ
る
。
一
三
五
五
番
書
簡
に
は
、
現
在
世
界
の
ど
の
国
に
も
「
第
四
階
級
ノ
勃
興
ヲ
抑
止
ス

ル
真
ノ
解
決
法
」
は
な
い
が
、
自
分
た
ち
は
そ
の
「
真
ノ
解
決
ヲ
求
メ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
あ
る
。
ま
た
一
三
七
〇
番
書
簡
に
は
、「
新

露
国
ヲ
隣
ニ
シ
テ
労
動

〔
マ
マ
〕者
国
ニ
ナ
ラ
ズ
ニ
居
ラ
レ
ル
コ
ト
勿
論
ト
存
候
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
労
働
者
階
級
（
第
四
階
級
）
と
ソ
ヴ

ィ
エ
ト
政
府
の
存
在
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
ら
勢
力
の
「
抑
止
」
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
で
、

労
働
者
が
政
治
上
な
い
し
産
業
上
の
主
体
た
り
得
る
か
、
こ
の
点
に
関
す
る
鴎
外
の
不
審
感
は
、「
労
働
者
ノ
自
治
ナ
ド
ト
出
来
ヌ
コ
ト

ヲ
言
フ
。
資
本
ト
器
械
（
工
場
）
ヲ
労
働
者
ニ
マ
カ
セ
タ
ラ
直
ニ
工
業
ハ
「
ゼ
ロ
」
ニ
ナ
ル
ダ
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
」（
書
簡
番
号
一
三
五
二
）

に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
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右
の
第
二
の
傍
証
と
な
る
書
簡
抜
粋
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
鴎
外
が
「
面
白
イ
デ
ハ
ナ
イ
カ
」
等
と
評
価
し
て
賀
古
に
紹
介
し

た
他
人
の
意
見
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。「
五
十
年
前
ニ
武
士
ガ
自
ラ
武
士
階
級
ヲ
棄
テ
タ
ヤ
ウ
ニ
、
資
本
家
ハ
自
ラ
資
本
家
階
級
ヲ
棄

テ
ル
ガ
ヨ
イ
」（
書
簡
番
号
一
三
五
二
）
と
述
べ
た
与
謝
野
晶
子
の
意
見
と
、
自
分
と
同
じ
宮
内
官
の
山
口
鋭
之
助
（
諸
陵
頭
）
が
語
っ
た
と

い
う
、
企
業
株
に
関
す
る
新
た
な
法
律
を
設
け
て
労
働
者
に
株
を
保
有
さ
せ
、「
段
々
ニ
労
働
者
ヲ
資
本
家
仲
間
ニ
入
レ
テ
行
ク
。
旧
資

本
家
ハ
段
々
衰
ヘ
テ
死
ニ
絶
エ
サ
セ
ル
。
貴
族
ハ
段
々
特
権
ヲ
取
リ
上
ゲ
ル
。
ソ
シ
テ
帝
室
ダ
ケ
ヲ
保
存
ス
ル
。
人
民
ガ
直
接
ニ
皇
室
ノ

藩
屛
ニ
ナ
ル
」（
書
簡
番
号
一
三
五
六
）
と
い
う
意
見
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
鴎
外
が
階
級
の
無
効
化
、
平
準
化
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
次
に
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
社
会
主
義
運
動
に
言
及
し
た
一
三
五
九
番
書
簡
で
は
、
ビ
ス
マ
ル
ク
政
権
が
「
労
働
者
保
険
」
な
ど
の
社
会

政
策
を
「
盛
ン
ニ
行
」
っ
た
結
果
、「Sozial-D

em
okraten

〔
社
会
民
主
主
義
者
〕」
の
主
要
人
物
で
あ
る
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
が
、「
政
府

ノ
処
置
ヲ
「
コ
レ
モ
社
会
主
義
ヘ
ノ
進
歩
ノ
一
段
階
」
ト
譲
歩
ス
ル
ニ
至
ツ
タ
」
と
述
べ
て
い
る
。
現
行
体
制
の
中
で
社
会
主
義
的
政
策

を
積
極
的
に
実
施
す
る
こ
と
の
効
果
を
述
べ
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
同
様
の
関
心
は
一
三
六
四
番
書
簡
に
も
見
て
取
れ
る
。
こ
こ
で
鴎

外
は
、『
史
記
』
の
中
に
社
会
政
策
の
先
例
と
し
て
漢
の
武
帝
の
「
平
準
」
を
見
出
し
、「
平
準
と
は
国
家
専
売Staatsm

onopol

で
あ

る
。
塩
と
鉄
と
を
政
府
で
経
営
（
官
営
）
す
る
の
だ
」
と
興
味
を
持
っ
て
記
し
て
い
る
。

　
前
出
の
山
口
鋭
之
助
の
意
見
に
対
し
、「
帝
室
保
存
ノ
社
会
策
ニ
ハ
賛
成
ダ
」（
書
簡
番
号
一
三
五
六
）
と
答
え
た
と
あ
る
よ
う
に
、
鴎
外

の
「
社
会
政
策
」
案
は
皇
室
の
保
存
を
前
提
と
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
同
時
代
の
日
本
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
あ
り
よ

う
（
（（
（

に
比
し
て
も
特
殊
な
こ
と
で
は
な
い
。
と
は
言
え
鴎
外
は
、
皇
室
を
永
久
に
保
存
し
得
る
と
は
信
じ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
ニ
テ
君
主
専
制
ガ
敗
レ
、
立
憲
君
主
制
ガ
出
来
タ
ル
ニ
、
此
大
戦
ニ
テ
ソ
レ
ガ
又
危
ク
ナ
リ
居
候
。
勢
ヲ
以
テ
論
ズ

レ
バ
、
前
途
ハ
政
権
ガ
人
民
ニ
遷
リ
、
民

デ
モ
ク
ラ
チ
ー

政
ト
カ
共
和
制
ト
カ
ニ
ナ
リ
ハ
セ
ヌ
カ
ト
察
セ
ラ
レ
候
。
此
時
ニ
当
リ
テ
我
帝
室
ヲ
奈
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何
ス
ベ
キ
カ
。
世
界
ノ
大
勢
ニ
反
抗
シ
テ
、
一
旦
君
主
専
制
ヨ
リ
中
途
半
端
ノ
立
憲
君
主
制
マ
デ
譲
歩
シ
タ
ル
現
制
ヲ
、
飽
ク
マ
デ

維
持
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
ベ
キ
カ
。
ソ
ン
ナ
事
ノ
出
来
タ
例
ハ
、
万
国
ノ
歴
史
ニ
ナ
イ
デ
ハ
ナ
イ
カ
。

�

（
大
正
七
年
一
二
月
二
〇
日
、
賀
古
鶴
所
宛
書
簡
）

こ
の
中
で
鴎
外
は
、
世
界
史
の
「
大
勢
」
に
逆
ら
う
こ
と
は
不
可
能
と
の
認
識
を
示
し
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
制
覇
を
予
見
す
る
内
容
を

（
歓
迎
す
る
口
吻
で
は
な
い
が
）
記
し
て
い
る
。

　
皇
室
の
保
存
は
既
成
体
制
の
維
持
だ
が
、
こ
れ
を
以
て
直
ち
に
鴎
外
に
保
守
と
革
新
の
二
分
法
を
当
て
は
め
、“
保
守
”
と
位
置
づ
け

る
の
は
的
を
逸
す
る
感
が
あ
る
。
共
産
主
義
や
労
働
者
階
級
に
つ
い
て
の
鴎
外
の
理
解
は
今
日
か
ら
見
る
と
お
粗
末
だ
が
、
そ
れ
を
以
て

直
ち
に
彼
を
“
反
動
”
と
呼
ぶ
の
も
重
要
な
こ
と
を
摑
み
損
ね
る
感
が
あ
る
。
そ
れ
は
鴎
外
の
見
て
い
る
も
の
が
、
富
の
適
切
な
分
配
、

階
級
の
平
準
化
と
い
っ
た
、
社
会
的
公
平
性
の
実
現
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
実
現
に
は
既
成
体
制
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
変
革
─
─
作
り
替

え
を
要
す
る
。

　
鴎
外
の
目
に
映
っ
て
い
た
天
皇
制
は
、
昭
和
期
の
軍
国
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
を
通
過
し
て
来
た
私
た
ち
が
戦
前
の
天
皇
制
に

対
し
て
描
く
像
と
、
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
鴎
外
に
と
っ
て
、
と
り
わ
け
帝
室
制
度
審
議
会
と
い
う
場
に
立
ち
会
い
、

〈
作
ら
れ
る
〉〈
作
り
替
え
可
能
な
〉
制
度
と
し
て
の
皇
室
制
度
を
目
撃
し
て
い
た
鴎
外
に
と
っ
て
、
天
皇
・
皇
室
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
組

み
込
ん
だ
国
家
体
制
は
、
可
塑
性
あ
る
働
き
か
け
の
対
象
と
見
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注
（
1
）　
山
崎
一
穎
「
帝
室
博
物
館
総
長
兼
図
書
頭
時
代
の
森
林
太
郎
・
鴎
外
」（『
森
鴎
外
論
攷
』
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
六
年
）

（
2
）　
須
田
喜
代
次
「
帝
室
博
物
館
総
長
兼
図
書
頭
時
代
の
鴎
外
森
林
太
郎
」「
鴎
外
森
林
太
郎
と
帝
室
博
物
館
・
図
書
寮
」（『
位
相
　
鴎
外
森
林
太
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郎
』
双
文
社
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）

（
3
）　
以
下
、
本
稿
2
～
3
に
か
け
て
の
、
帝
室
制
度
審
議
会
、
法
案
の
審
議
過
程
、
法
案
を
め
ぐ
る
事
件
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
特
に
断
り
の
な
い

限
り
次
の
参
考
文
献
に
よ
る
。
中
で
も
高
久
・
西
川
両
氏
の
論
に
多
く
を
負
っ
た
。

・
高
久
嶺
之
介
「
近
代
日
本
の
皇
室
制
度
」（
鈴
木
正
幸
編
『
近
代
日
本
の
軌
跡
　
近
代
の
天
皇
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）

・
高
久
嶺
之
介
「
大
正
期
皇
室
法
令
を
め
ぐ
る
紛
争
」（
上
）（
下
）（「
社
会
科
学
」
三
二
号
・
三
四
号
、
一
九
八
三
年
二
月
・
一
九
八
四
年
三
月
）

・
西
川
誠
「
大
正
後
期
皇
室
制
度
整
備
と
宮
内
省
」（「
年
報
・
近
代
日
本
研
究
」
二
〇
号
、
一
九
九
八
年
一
一
月
）

・『
伯
爵
伊
東
巳
代
治
　
下
』（
晨
亭
会
著
・
発
行
、
一
九
三
八
年
）

・
鈴
木
正
幸
『
皇
室
制
度
―
明
治
か
ら
戦
後
ま
で
―
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）

・
小
田
部
雄
次
『
皇
族
―
天
皇
家
の
近
現
代
史
―
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
九
年
）

（
4
）「
官
報
」
一
六
三
四
号
（
大
正
七
年
一
月
一
六
日
）
に
「
一
月
十
五
日
」
付
け
で
森
林
太
郎
に
「
帝
室
制
度
審
議
会
御
用
掛
被
仰
付
」
と
あ
る
。

（
5
）　「
宮
内
省
省
報
」
八
三
号
（
大
正
六
年
八
月
）

（
6
）　「
宮
内
省
省
報
」
八
八
号
（
大
正
七
年
一
月
）
に
山
口
鋭
之
助
に
関
し
「
免
本
官
専
任
諸
陵
頭
」（
大
正
六
年
一
二
月
二
五
付
）
と
あ
る
。
な
お
、

山
崎
前
掲
論
文
（
注
1
）
は
、
鴎
外
の
帝
室
博
物
館
総
長
兼
図
書
頭
任
命
の
背
景
に
宮
内
省
の
不
祥
事
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
7
）　
高
久
「
近
代
日
本
の
皇
室
制
度
」（
注
3
）

（
8
）　
前
皇
帝
純
宗
は
王
、
そ
の
父
で
先
代
の
高
宗
は
太
王
、
純
宗
の
弟
の
李
垠
は
王
世
子
、
李
熹
（
高
宗
の
兄
弟
）・
李

（
純
宗
の
兄
弟
）
は
公

と
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
9
）　
し
た
が
っ
て
、
王
公
族
を
厚
遇
す
る
意
図
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
李
王
家
側
に
と
っ
て
は
皇
民
化
と
同
様
の
同
化
政
策
だ
っ
た
と
言
え
る
。

（
10
）　
そ
の
間
の
経
緯
は
原
敬
、
伊
東
巳
代
治
の
日
記
に
詳
し
い
。『
原
敬
日
記
　
第
五
巻
』（
原
奎
一
郎
編
、
福
村
出
版
、
一
九
八
一
年
）、『
翠
雨
荘

日
記
』（
小
林
龍
夫
編
、
原
書
房
、
一
九
六
六
年
）。

（
11
）　『
宮
内
省
の
編
纂
事
業
』（
宮
内
庁
書
陵
部
編
集
・
発
行
、
二
〇
〇
七
年
）
一
〇
頁

（
12
）　
伏
見
宮
恭
子
女
王
が
大
正
七
年
五
月
二
九
日
、
浅
野
長
武
へ
降
嫁
し
た
こ
と
を
さ
す
（「
宮
内
省
省
報
」
九
三
号
、
大
正
七
年
六
月
）。

（
13
）　
久
邇
宮
多
嘉
王
の
子
、
賀
彦
王
、
珖
子
女
王
が
大
正
七
年
六
月
一
八
日
と
二
七
日
に
あ
い
つ
い
で
急
病
で
夭
折
し
た
こ
と
を
さ
す
（「
宮
内
省

省
報
」
九
四
・
九
五
号
、
大
正
七
年
七
・
八
月
）。
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（
14
）　
鴎
外
就
任
当
時
の
図
書
寮
の
職
掌
は
次
の
宮
内
省
官
制
（
明
治
四
〇
年
一
〇
月
公
布
、
四
一
年
一
月
施
行
）
抜
粋
の
通
り
。「
第
三
十
八
条   

図
書
寮
ニ
於
テ
ハ
左
ノ
事
務
ヲ
掌
ル
／
一
　
皇
統
譜
ニ
関
ス
ル
事
項
／
二
　
皇
室
典
範
ノ
正
本
尚
蔵
ニ
関
ス
ル
事
項
／
三
　
詔
書
勅
書
及
皇
室
令

ノ
正
本
尚
蔵
ニ
関
ス
ル
事
項
／
四
　
世
伝
御
料
台
帳
ニ
関
ス
ル
事
項
／
五
　
天
皇
及
皇
族
実
録
ノ
編
修
ニ
関
ス
ル
事
項
／
六
　
図
書
ノ
保
管
出
納

ニ
関
ス
ル
事
項
／
七
　
公
文
書
類
ノ
編
纂
及
保
管
ニ
関
ス
ル
事
項
」。
右
傍
線
部
は
明
治
四
三
年
八
月
に
改
正
さ
れ
、「
五
　
天
皇
、
皇
族
、
王
族

及
公
族
実
録
ノ
編
修
ニ
関
ス
ル
事
項
」
と
な
っ
た
（『
明
治
年
間
　
法
令
全
書
　
第
四
〇
巻
─
2
』
原
書
房
、
一
九
八
九
年
）。
な
お
、
大
正
一
〇

年
一
〇
月
公
布
の
新
宮
内
省
官
制
に
基
づ
く
職
掌
は
山
崎
前
掲
論
文
（
注
1
）
二
四
六
頁
参
照
。

（
15
）　
鴎
外
『
う
た
日
記
』（
春
陽
堂
、
一
九
〇
七
年
）
所
収
の
「
幕
僚
に
　
お
は
す
る
王
の
　
み
い
で
ぬ
と
　
手
折
り
て
た
ば
す
　
の
い
ば
ら
の
花
」

（
明
治
三
十
八
年
六
月
十
二
日
於
古
城
堡
）
そ
の
他
の
戦
地
詠
に
登
場
す
る
「
王み

こ

」
は
守
正
王
の
こ
と
で
あ
る
。

（
16
）　「
宮
内
省
省
報
」
一
〇
一
号
（
大
正
八
年
二
月
）
に
は
「
方
子
女
王
殿
下
、
王
世
子
李
垠
殿
下
ト
御
結
婚
相
成
ル
ヘ
キ
ニ
付
、
一
月
十
日
午
前

十
時   

賢
所   

皇
霊
殿   
神
殿
ニ
於
テ
御
祭
典
ヲ
行
ハ
セ
ラ
レ
、
方
子
女
王
殿
下
御
拝
礼
訖
テ
、
御
参
列
ノ
〔
久
邇
宮
〕
邦
彦
王
殿
下
御
拝
礼
、

次
ニ
参
列
ノ
宮
内
勅
任
官
及
夫
人   
宮
内
奏
任
官
総
代
、
梨
本
宮
附
宮
務
監
督
及
宮
内
事
務
官
等
三
十
人
拝
礼
セ
リ
」
と
あ
る
。

（
17
）　
李
王
垠
伝
記
刊
行
会
『
英
親
王
李
垠
伝
』（
共
栄
書
房
、
一
九
七
八
年
）
一
八
一
頁

（
18
）　『
平
沼
騏
一
郎
回
顧
録
』（
平
沼
騏
一
郎
回
顧
録
編
纂
委
員
会
編
纂
・
発
行
、
一
九
五
五
年
）「
第
十
四
回
」

（
19
）　
高
久
「
大
正
期
皇
室
法
令
を
め
ぐ
る
紛
争
」（
上
）（
注
3
）

（
20
）　
伏
見
宮
、
桂
宮
、
有
栖
川
宮
、
閑
院
宮
、
山
階
宮
、
華
頂
宮
、
北
白
川
宮
、
梨
本
宮
、
久
邇
宮
、
小
松
宮
、
賀
陽
宮
、
東
伏
見
宮
、
竹
田
宮
、

朝
香
宮
、
東
久
邇
宮
。

（
21
）　
小
田
部
前
掲
書
（
注
3
）
九
九
頁

（
22
）　
そ
の
他
の
皇
室
令
に
つ
い
て
補
足
す
る
。

・
皇
族
遺
言
令
（
⑤
）
─
─
当
初
「
皇
室
遺
言
令
」
だ
っ
た
が
、
審
議
の
過
程
で
天
皇
が
遺
言
に
あ
た
る
「
遺
命
」
を
残
せ
る
か
ど
う
か
が
議
論
の
的

と
な
り
、「
天
皇
・
皇
室
と
国
家
は
不
可
分
、
故
に
自
由
意
思
に
よ
る
決
定
の
余
地
は
狭
小
」（
西
川
前
掲
論
文
・
注
3
）
と
す
る
主
張
に
よ
り
、

皇
族
の
遺
言
に
つ
い
て
の
み
定
め
る
法
令
と
な
っ
た
。

・
皇
族
就
学
令
（
▲
）
─
─
皇
族
子
女
の
教
育
機
関
（
学
習
院
等
）
で
の
就
学
に
つ
い
て
定
め
る
。

・
皇
族
後
見
令
（
▲
）
─
─
未
成
年
者
皇
族
、
禁
治
産
者
皇
族
等
の
後
見
人
に
つ
い
て
定
め
る
。



帝室制度審議会と鷗外晩年の業績

141

・
皇
室
陵
墓
令
（
▲
）
─
─
天
皇
・
皇
族
の
墓
所
の
形
状
や
面
積
、
記
録
の
と
り
方
な
ど
を
定
め
る
。

（
23
）　『
大
正
年
間
　
法
令
全
書
　
第
一
五
巻
─
2
』（
原
書
房
、
一
九
九
六
年
）
に
よ
る
。
以
下
、
皇
室
令
の
引
用
は
す
べ
て
こ
れ
に
同
じ
。

（
24
）　『
平
沼
騏
一
郎
回
顧
録
』（
注
18
）「
第
十
三
回
」

（
25
）　「
六
国
史
」
に
つ
い
て
補
足
す
る
。
大
正
七
年
一
二
月
一
二
日
、
森
図
書
頭
（
鴎
外
）
は
宮
内
大
臣
に
六
国
史
校
訂
事
業
の
開
始
を
上
申
し
た
。

明
治
四
五
～
大
正
三
年
の
第
一
次
校
訂
事
業
に
続
く
、
第
二
次
事
業
で
あ
る
。
大
正
八
年
一
月
二
七
日
、
鴎
外
を
委
員
長
と
す
る
六
国
史
校
訂
準

備
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
同
委
員
会
は
委
員
長
鴎
外
の
意
見
に
基
づ
き
、
大
正
八
年
一
〇
月
三
〇
日
以
降
、
校
合
の
底
本
を
従
来
の
流
布
版
本

（
寛
文
刊
本
）
か
ら
古
写
本
に
変
更
。
校
訂
作
業
の
成
果
を
『
校
訂
六
国
史
考
異
』
八
八
冊
、『
校
訂
六
国
史
考
文
』
三
五
冊
に
ま
と
め
た
。
だ
が
、

そ
の
次
段
階
に
計
画
さ
れ
て
い
た
六
国
史
定
本
の
作
成
に
は
、
鴎
外
の
死
も
あ
り
、
至
ら
な
か
っ
た
。
以
上
、『
宮
内
省
の
編
纂
事
業
』（
注
11
）、

と
く
に
一
八
頁
写
真
版
資
料
に
よ
る
。

（
26
）　
注
14
、
注
25
、
注
31
参
照
。

（
27
）　
杉
は
大
正
一
一
年
一
二
月
二
二
日
に
図
書
頭
と
な
り
、
大
正
一
三
年
三
月
八
日
、
臨
時
御
歴
代
史
実
考
査
委
員
会
に
任
命
さ
れ
る
と
同
時
に
帝

室
制
度
審
議
会
御
用
掛
に
も
任
命
さ
れ
た
（「
官
報
」
三
一
二
〇
号
・
三
四
六
一
号
、
大
正
一
一
年
一
二
月
二
三
日
・
一
三
年
三
月
一
〇
日
）。

（
28
）　『
伯
爵
伊
東
巳
代
治
　
下
』（
注
3
）
六
一
頁
。
以
下
の
引
用
も
こ
れ
に
よ
る
。
た
だ
し
行
論
の
便
宜
上
私
に
記
号
を
付
し
た
。

（
29
）　
平
沼
騏
一
郎
関
係
文
書
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
）
資
料
番
号
五
七
九
─
五
。
以
下
の
引
用
も
こ
れ
に
よ
る
。
た
だ
し
行
論
の
便
宜

上
私
に
記
号
を
付
し
た
。

（
30
）　
拙
稿
「
森
鴎
外
と
国
定
修
身
教
科
書
編
纂
─
「
教
科
用
図
書
調
査
委
員
会
」
を
め
ぐ
っ
て
─
」（「
聖
心
女
子
大
学
論
叢
」
一
一
三
集
、
二
〇
〇

九
年
八
月
）
で
論
じ
た
。

（
31
）　
神
武
か
ら
孝
明
ま
で
の
歴
代
天
皇
お
よ
び
北
朝
五
代
の
天
皇
、
彼
ら
の
后
妃
・
後
宮
、
皇
親
・
皇
親
妃
、
計
三
〇
五
〇
名
の
事
蹟
の
記
録
。
森

図
書
頭
（
鴎
外
）
は
大
正
八
年
三
月
に
『
天
皇
皇
族
実
録
』
の
編
修
計
画
を
作
成
。
同
年
末
に
宮
内
大
臣
の
決
裁
を
受
け
、
翌
九
年
か
ら
正
式
に

作
業
が
開
始
さ
れ
た
。
鴎
外
の
計
画
で
は
、
記
述
様
式
は
紀
事
本
末
体
で
、
八
年
間
で
完
成
の
予
定
だ
っ
た
。
し
か
し
困
難
多
く
、
鴎
外
死
後
の

大
正
一
四
年
に
様
式
を
編
年
体
に
変
更
。
昭
和
一
一
年
一
二
月
に
本
文
二
八
五
冊
を
脱
稿
し
た
。
な
お
、
こ
の
編
修
事
業
の
開
始
に
際
し
て
鴎
外

が
発
し
た
訓
示
が
、
全
集
所
収
の
「
図
書
頭
訓
示
」
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、
現
在
進
行
中
の
編
修
計
画
を
一
新
す
る
と
あ
る
の
は
、
大
正
八
年
ま

で
図
書
寮
編
修
課
が
従
事
し
て
い
た
『
明
治
以
降
皇
族
実
録
』
の
編
修
を
さ
す
。
以
上
『
宮
内
省
の
編
纂
事
業
』（
注
11
）
に
よ
る
。
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（
32
）　
大
正
一
〇
年
宮
内
省
図
書
寮
刊
『
帝
謚
考
』
で
は
、
神
功
、
崇
道
尽
敬
、
長
慶
、
お
よ
び
北
朝
五
天
皇
の
諡
号
は
見
出
し
が
一
字
下
げ
。
弘
文
、

忍
海
飯
豊
青
尊
は
一
字
下
げ
に
な
っ
て
い
な
い
。

（
33
）　
森
潤
三
郎
『
鴎
外
森
林
太
郎
』（
丸
井
書
店
、
一
九
四
二
年
）
二
六
六
頁
。
以
下
の
引
用
も
同
じ
。

（
34
）　
小
堀
桂
一
郎
「
昭
憲
皇
后
謚
号
問
題
」（『
森
鴎
外
　
批
評
と
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
）。
以
下
本
節
中
に
小
堀
と
あ
る
も
の
は
す
べ

て
同
じ
。
な
お
小
堀
は
「
某
高
官
」
の
正
体
を
未
詳
と
し
て
い
る
が
榊
原
昇
造
が
正
し
い
。

（
35
）　
栗
原
広
太
『
明
治
の
御
宇
』（
重
樫
昊
、
一
九
四
一
年
）「
六
」
に
よ
る
。
栗
原
（
宮
内
省
官
僚
）
は
榊
原
の
人
と
な
り
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て

い
る
。
中
国
・
近
畿
地
方
を
走
る
汽
車
の
中
で
現
役
少
将
時
代
の
榊
原
と
乗
り
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
榊
原
は
汽
車
が
沿
線
の
「
御
陵
」
に
近
づ
く

た
び
に
起
立
し
、
陵
墓
の
方
角
に
向
か
っ
て
「
い
と
も
敬
虔
な
態
度
で
最
敬
礼
」
す
る
こ
と
を
繰
返
し
た
。
陸
軍
省
の
「
某
武
官
の
談
」
に
よ
る

と
、
榊
原
は
「
国
学
を
修
め
て
敬
神
の
念
に
厚
く
、
聯
隊
長
で
あ
っ
た
頃
に
は
、
兵
営
の
一
隅
に
小
祠
を
設
け
、
自
ら
衣
冠
を
つ
け
て
祭
典
を
行

ふ
な
ど
、
あ
ま
り
熱
心
す
ぎ
た
為
に
、
同
僚
か
ら
は
狂
気
の
沙
汰
だ
と
嘲
笑
さ
れ
、
今
も
陸
軍
部
内
で
は
、
変
り
者
と
評
判
さ
れ
て
ゐ
る
」
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
、
昭
憲
皇
太
后
称
号
問
題
の
際
の
榊
原
の
「
奔
走
尽
力
」
は
「
実
に
熱
烈
を
極
め
た
も
の
で
あ
つ
た
」。

（
36
）　
詳
細
は
不
明
。
健
筆
家
の
伊
東
巳
代
治
は
こ
の
間
の
事
情
を
日
記
に
記
し
て
い
た
は
ず
だ
が
、
戦
災
で
消
失
し
た
。（
注
10
の
『
翠
雨
荘
日
記
』

は
焼
亡
を
免
れ
た
大
正
七
年
後
半
分
で
あ
る
。）

（
37
）（
38
）
と
も
に
『
古
事
類
苑
』
の
「
歳
事
部
四
・
年
号
下
」（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
、
初
版
・
神
宮
司
庁
、
一
九
〇
八
年
）
に
抄
録
さ
れ

て
い
る
。

（
39
）　
謝
肇

、
岩
城
秀
夫
訳
注
『
五
雑
組
8
』（
平
凡
社
、
一
九
九
八
年
）
一
四
頁

（
40
）　
原
首
相
が
当
時
の
日
記
（
注
10
）
に
山
県
と
の
政
事
向
き
の
内
談
を
多
く
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
山
県
の
地
位
が
知
ら
れ
る
。
山
県
の
権

力
が
明
白
に
失
墜
す
る
の
は
、
宮
中
某
重
大
事
件
で
敗
れ
、
枢
密
院
議
長
の
辞
職
と
官
職
・
栄
典
の
辞
退
を
天
皇
に
申
し
出
、
謹
慎
し
た
大
正
一

〇
年
二
月
で
あ
る
。

（
41
）　
徳
富
蘇
峰
『
公
爵
山
県
有
朋
伝
　
下
』（
原
書
房
、
一
九
六
九
年
）
一
一
九
〇
～
一
二
〇
六
頁

（
42
）　
尚
友
倶
楽
部
山
縣
有
朋
関
係
文
書
編
纂
委
員
会
編
『
山
縣
有
朋
関
係
文
書
3
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）

（
43
）　
賀
古
明
「
常
盤

〔
マ
マ
〕会

と
賀
古
鶴
所
」（「
心
の
花
」
四
二
巻
一
〇
号
、
一
九
三
八
年
一
〇
月
）

（
44
）　
中
川
恭
次
郎
「
賀
古
鶴
所
と
鴎
外
の
交
遊
」（「
伝
記
」
三
巻
七
号
、
一
九
三
六
年
七
月
）
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（
45
）　
鈴
木
『
皇
室
制
度
』（
注
3
）
は
、
同
時
期
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
運
動
を
論
じ
て
、「
吉
野
〔
作
造
〕
も
美
濃
部
〔
達
吉
〕
も
、
そ
し
て
護
憲
運
動

家
も
労
働
者
も
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
国
体
す
な
わ
ち
天
皇
が
統
治
す
る
国
柄
と
は
何
ら
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
主
張
し
て
い
た
。
彼
ら
が

打
破
す
べ
き
も
の
と
考
え
た
の
は
、
軍
閥
・
官
僚
閥
の
「
閥
族
政
治
」
で
あ
り
、
特
権
身
分
で
あ
る
華
族
の
「
貴
族
政
治
」
で
あ
っ
て
、
天
皇
制

そ
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
」（
一
四
〇
頁
）
と
し
て
い
る
。


